
教育の現状と学生の運動
フィリピン労働運動の現場訪問記
パヤタス　都市貧困地区コミュニティー

グローバリゼーション

米軍基地跡と住民の苦悩
イスラム教徒のコミュニティー訪問記
少数民族アイタ族と交流して

戦争と米軍基地問題

ロラの家　まだ解決していない 「慰安婦」 問題
赤線街をフィールドワーク

女性解放運動

Anti-invasion Asian Student Joint Action
Philippine exposure 2004





1 Philippine exposure 2004

�
�
�
�　

�　

謝
辞
�
代
�
�

　

04
年
度
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
ツ
ア
ー
も
Ｌ

Ｆ
Ｓ
の
広
範
な
人
脈
と
大
き
な
協
力
に

助
け
ら
れ
、
私
た
ち
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問

団
は
有
意
義
な
10
日
間
を
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
人
々
と
共
有
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

31
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
空
気
を
初
め

て
胸
に
吸
い
込
ん
だ
私
た
ち
に
、
早
速

Ｌ
Ｆ
Ｓ
か
ら
予
定
外
の
提
案
が
!!

　

丁
度
Ｌ
Ｆ
Ｓ
が
映
画
会
を
主
催
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
Ｕ
Ｐ
（
ｕ
ｎ
ｉ
ｖ

ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ　

ｏ
ｆ　

ｐ
ｆ
ｉ
ｌ
ｉ

ｐ
ｉ
ｎ
）
デ
リ
マ
ン
校
に
「
Ｌ
Ｕ
Ｚ
Ｉ

Ａ
」と
い
う
映
画
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
映
画
は
主
人
公
で
あ
る
子
だ
く

さ
ん
の
お
母
さ
ん
（
Ｌ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ａ
）
を

中
心
に
、
現
代
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
を

見
つ
め
た
も
の
で
、
始
め
は
自
分
の
家

族
の
安
全
を
考
え
て
い
る
Ｌ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ａ

が
家
族
に
起
こ
る
様
々
な
事
件
を
経
て

社
会
に
関
わ
る
運
動
を
理
解
し
、
参
加

し
よ
う
と
し
て
い
く
も
の
で
し
た
。
漁

民
だ
っ
た
家
族
は
漁
で
生
計
を
立
て
て

い
た
の
に
、
海
が
汚
染
さ
れ
政
府
か
ら

急
な
立
ち
退
き
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
生
活
を
共
に

し
て
き
た
海
と
共
に
こ
の
先
も
生
活
を

し
よ
う
と
決
め
た
家
族
で
し
た
が
、
ま

も
な
く
銃
殺
さ
れ
た
父
親
の
死
体
が
海

岸
に
流
れ
着
き
ま
し
た
。
Ｌ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ａ

は
結
婚
す
る
長
女
に
別
れ
を
告
げ
、
家

族
を
連
れ
て
先
に
村
を
出
た
知
り
合
い

を
頼
り
に
街
に
身
を
移
し
ま
し
た
。
街

で
の
様
々
な
生
活
が
子
ど
も
た
ち
の
前

に
無
防
備
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
次
女

は
縫
製
工
場
で
働
き
、
Ｌ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ａ
は

長
男
を
学
校
に
行
か
せ
よ
う
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
三
女
は
自
分
も
学
校
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
家
に
は

お
金
が
な
い
か
ら
学
校
に
行
け
な
い
と

知
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
Ｌ
Ｕ
Ｚ

Ｉ
Ａ
は
自
分
の
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
っ

て
お
金
を
稼
い
で
い
た
三
女
を
見
つ

け
、
ひ
ど
く
怒
っ
て
彼
女
を
家
か
ら
追

い
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
土
地
も
ま
た
強
制
立
ち
退
き
が
行
わ

れ
、
銃
や
盾
を
持
っ
た
機
動
隊
が
突
っ

込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
お
じ
い

さ
ん
を
亡
く
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ａ

は
次
女
が
労
働
組
合
に
入
る
こ
と
に
反

対
し
ま
し
た
。
長
男
は
学
校
に
入
り
ま

し
た
が
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校

に
行
け
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
シ
ン
ナ
ー
や
麻
薬
に

手
を
出
し
た
長
男
は
警
察
の
手
に
か
か

り
、
逃
げ
惑
う
最
中
に
銃
殺
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。Ｌ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ａ
は
次
の
朝
、

ゴ
ミ
の
山
に
横
た
わ
る
息
子
の
遺
体
を

抱
え
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　

到
着
し
て
突
然
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の

重
た
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
私
た

ち
は
、し
ば
し
呆
然
と
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
話
は
少
し
昔
の
話
だ
ろ

う
と
期
待
し
て
し
た
質
問
に
Ｌ
Ｆ
Ｓ
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
「
Ｌ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ａ
」
は
今

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の
状
況
を
表
し
て

い
て
、
現
状
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
の
先
々
で
は
、
現
状
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
日
本
に
住
む
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
欲
し
い
、
日
本

政
府
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
、
日
本
の

人
々
は
日
本
政
府
が
再
び
戦
争
に
向
か

う
こ
と
を
許
さ
な
い
で
欲
し
い
と
お
願

い
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
こ
の
報
告
集
は

私
達
が
訪
れ
て
、
見
た
り
聞
い
た
り
感

じ
た
り
、
そ
し
て
色
々
と
考
え
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

Ｌ
Ｆ
Ｓ
を
は
じ
め
私
た
ち
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
様
々
な
団
体
や
皆

さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

現
状
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
�
住
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
人
�
伝
�
�
�
�
�
�
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フィリピンツアー報告パンフ２００４
テーマ学習：「戦後補償・『慰安婦』問題」

「フィリピンの先住民」「ＯＤＡ問題」「フィ

リピンの教育」

ツアー参加者で事前学習

フィリピンスタディツアーの日程Calendar

マニラ到着

映画 「ルシア」 の鑑賞

マニラに

到着／映

画「 ル シ

ア」を鑑

賞／フィ

リピン社

会の問題

像の紹介

帰国

アイタ族訪問

パンパンガ州に移動

赤線街フィールドワーク

レクチャーと大学訪問

フィリピン社会のレクチャー／学生との交

流・ＰＵＰ訪問／サンミゲルのピケット訪

問

女性問題についてレクチャー

ロラの家訪問

パヤタス訪問

ＵＰデリマン校訪問／都市貧困地区コミュ

ニティーのパヤタス訪問

パンパン

ガ 州・ ア

ンヘレス

市入り／

多くの学

生と交流

／クラーク米軍基地跡訪問／赤線街フィー

ルドワーク

少数民族アイタ族のコミュニティー訪問

ＬＦＳとツアー全体ふり返り／帰国

ガ ブ リ エ ラ・

ユースから女性

問題についてレ

クチャー／ロラ

の家訪問

イスラムコミュニティ訪問

国会前での抗議行動に参加／イスラムコ

ミュニティー訪問／観光（イントラムロス）

労働組合 ・ ピケット訪問

南部タガログ地区の労働組合と、ピケット

の現場を訪問

住民へのインタビュー

撤去後のクラーク基地で汚染被害を受けた

住民を訪問

9/1

9/2

9/3

9/4

9/5

9/6

9/7

9/8

9/9

8/31

8/30
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
社
会
�
階
級
構
造

　

大
地
主
は
、
３
０
０
年
以
上

の
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
支
配
が

も
た
ら
し
た
階
級
。
農
民
を
働

か
せ
、
小
作
料
で
収
入
を
得
て

い
る
。

　

買
弁
資
本
家
は
、
大
地
主

出
身
で
外
国
企
業
の
現
地
代
理

人
。

　

人
口
の
ほ
ん
の
１
％
の
大
地

主
と
買
弁
資
本
家
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
農
地
の
80
％
を
所
有
し
、

外
国
企
業
と
提
携
し
富
を
独
占

し
て
い
る
。

　

現
地
資
本
家
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
資
本
家
。フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

資
本
も
多
く
技
術
力
も
あ
る
多

国
籍
企
業
と
の
競
争
に
負
け
て

つ
ぶ
れ
て
い
っ
て
い
る
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
も
の
よ
り
も
ア
メ
リ

カ
の
も
の
の
方
が
い
い
な
ぁ
と

い
う
植
民
地
的
な
志
向
も
影
響

し
て
い
る
。

　

ツ
ア
ー
２
日
目
、
Ｌ
Ｆ
Ｓ
の

ベ
ア
さ
ん
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

社
会
の
階
級
抑
圧
と
搾
取
の
構

大
地
主

買
弁
資
本
家

現
地
資
本
家

造
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
内
容

を
ま
と
め
ま
す
。

フィリピン共和国

Republic of the Philippines

面積 299,404 ｋ m2 （ 日 本 の 8 割 の 広

さ）。 7,109 の島がある。

人口 7,650 万人 （2000 年 5 月）

首都 メトロ ・ マニラ （人口 993 万人）

人種 マレイ系が主体。 他に中国系、 ス

ペイン系、 及びこれらとの混血、

更に少数民族等。

言語 国語はフィリピノ語、 公用語はフィ

リピノ語と英語。 80 前後の言語が

ある。

宗教 国民の 83％がカトリック、 その他

のキリスト教が 10％、 イスラム教は

5％。

失業率 11.4％ （03 年）

為替レート　1 ペソ = 約 2 円（04 年 11 月）
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７５％ 農民

１５％ 労働者

８％
プチブルジョアジー
インテリ

１％ 現地資本家

１％ 大地主・買弁資本家

　

大
学
を
出
て
お
医
者
さ
ん
、

技
術
者
と
し
て
働
い
て
い
る

人
、
又
は
小
さ
な
自
営
業
。
例

え
ば
、
先
生
の
お
給
料
は
月
に

大
体
１
２
０
０
ペ
ソ
。
政
府
は

６
人
家
族
が
必
要
な
お
金
は
１

日
大
体
５
９
０
ペ
ソ
と
し
て
い

る
か
ら
、
先
生
の
お
給
料
で
も

家
族
を
養
っ
て
生
活
す
る
こ
と

は
厳
し
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

多
国
籍
企
業
か
地
元
の
企
業

で
働
い
て
い
る
。
最
大
の
問
題

は
低
賃
金
で
あ
る
こ
と
。
政
府

は
地
域
別
や
産
業
別
に
最
低
賃

金
を
設
定
し
た
り
し
て
格
差
が

広
が
っ
て
い
る
。
又
、
政
府
の

政
策
に
よ
り
契
約
労
働
者
が
日

増
し
に
増
え
て
い
る
。
契
約
労

働
者
は
社
会
保
障
が
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
法
廷
最
低
賃
金

が
守
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。          

　

収
穫
量
の
70
％
を
小
作
料
と

し
て
地
主
に
渡
し
、
残
り
ほ
ん

の
30
％
で
生
活
を
し
て
い
る
。

大
地
主
の
決
定
で
輸
出
用
の
現

金
作
物
（
ア
ス
パ
ラ
、
バ
ナ
ナ

な
ど
）
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て

い
る
た
め
、
国
内
で
お
米
が
足

り
な
く
な
っ
た
り
し
て
タ
イ
か

ら
輸
入
し
て
い
る
。
機
械
化
が

進
ま
ず
、
水
牛
で
土
地
を
耕
す

　

６
月
10
日
の
全
国
選
挙
‥
歴

史
上
最
も
暴
力
と
不
正
が
行
わ

れ
た
。
選
挙
活
動
期
間
、
農
村

部
で
は
詐
欺
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
繰
り
返
し
、
買
収
が
横
行

し
た
。

　

財
政
危
機
に
と
も
な
っ
て
新

し
い
税
金
を
作
っ
た
。タ
バ
コ
、

Ｍ
Ｒ
Ｔ
（
マ
ニ
ラ
の
鉄
道
）、

電
気
、
携
帯
な
ど
。
外
国
の
企

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

労
働
者

農
民

�
小
作
人
�

政
治
状
況

農
民
が
ほ
と
ん
ど
。
又
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
気
候
を
利
用
す
れ
ば

１
年
に
３
〜
４
回
の
収
穫
が
見

込
め
る
の
に
、
灌
漑
施
設
が
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
で
き
て
い

な
い
。

　

政
府
の
対
応
は
最
悪
。

　

ア
キ
ノ
政
権
以
降
す
べ
て

の
政
権
が
包
括
的
な
農
地
改
革

を
唱
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
十

年
以
上
耕
せ
ば
、
耕
し
た
人
が

そ
の
土
地
を
合
理
的
な
価
格
で

買
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
政

策
が
あ
る
。
が
、
地
主
が
高
い

値
段
で
売
ろ
う
と
し
た
り
、
地

主
が
私
兵
を
雇
っ
て
農
民
を
暴

力
的
に
抑
え
た
り
す
る
（
農
民

運
動
の
リ
ー
ダ
ー
は
よ
く
殺
さ

れ
て
い
る
）
た
め
、
こ
の
よ
う

な
政
策
は
ほ
と
ん
ど
失
敗
し
て

い
る
。
大
地
主
出
身
の
ア
キ
ノ

政
権
は
、
一
人
当
た
り
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
土
地
を
所
有
で

き
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
彼

女
は
あ
ち
こ
ち
の
親
戚
に
農
地

を
分
配
し
た
り
、
農
地
に
石
や

砂
を
ま
い
て
農
地
で
な
い
と
主

張
し
、
そ
の
後
工
場
を
誘
致
し

た
り
し
て
、
結
局
小
作
人
に
土

地
を
渡
さ
な
か
っ
た
。

業
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
た

め
、
大
企
業
に
税
を
か
せ
な
い

の
が
ア
ロ
ヨ
政
権
の
方
針
だ
。

　

人
口
の
半
数
以
上
が
貧
困
、

社
会
の
構
造
、
特
に
分
配
の
不

平
等
に
原
因
が
あ
る
。

　

‥
一
つ
の
大
き
な
背
景
は
？

　

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
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■
�
�
�
�
�　

�
�
�
�
②

帝
国
主
義
�
引
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
貧
困
�
現
状

　

植
民
地
支
配
の
前
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
原
始
共
産
制
の
社
会
で

あ
っ
た
。
獲
れ
た
食
料
を
は
じ

め
必
要
な
も
の
は
分
け
合
っ
て

生
活
を
営
ん
だ
。

必
要
�
�
�
�

分
�
合
�
社
会

�
�
�
�
�

植
民
地
支
配

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
に
そ
れ
ま

で
あ
っ
た
文
化
は
破
壊
さ
れ
、

奴
隷
制
度
も
始
ま
り
貧
困
が
広

が
っ
た
。
植
民
地
支
配
・
強
制

労
働
・
教
会
に
よ
る
支
配
に
抵

今
�
続
�

�
�
�
�
�
支
配

　

ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
植
民
地

支
配
は
終
わ
っ
た
。
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
人
々
の
力
で
ス
ペ

イ
ン
を
追
い
出
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
世
界

進
出
が
始
ま
り
、
ス
ペ
イ
ン
に

変
わ
っ
て
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義

が
乱
入
し
支
配
が
始
ま
っ
た
。

１
９
２
０
年
の
米
比
戦
争
以

降
、
半
封
建
半
植
民
地
支
配
が

始
ま
り
、
大
地
主
の
た
め
だ
け

　

９
月
２
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
デ
リ
マ
ン
校
の
グ
レ
ッ
グ
さ
ん
（
ア
ナ
ク
バ
ヤ
ン
の
メ
ン
バ
ー
）
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史
と
現
在
の
植
民
地
状
態
の
説
明
、
貧
困
の
中

か
ら
解
放
運
動 ―

 

革
命
運
動
へ
と
農
民
・
労
働
者
が
身
を
投
じ
て
い
る
こ
と
を
、
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

抗
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
闘
っ

た
。

１５２１－１８９０年　　原始共産主義　→　封建制

 スペインの植民地支配 ＶＳ フィリピン人の抵抗

 大地主 ＶＳ 小作人

１８９６年　　民族民主主義革命

紀
元
前

５
世
紀
頃

現
在
の
大
部
分
を
占
め
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
先

祖
で
あ
る
マ
レ
ー
人
が
移
動
し
て
く
る
。

１
５
２
１

マ
ゼ
ラ
ン
、
サ
マ
ー
ル
島
に
上
陸
す
る
。

１
５
６
５

レ
ガ
ス
ピ
遠
征
隊
、
セ
ブ
島
を
征
服
す
る
。

１
５
８
５

パ
ン
パ
ン
ガ
で
蜂
起
。
こ
れ
以
降
も
各
地
で
蜂

起
が
起
き
る
。

１
８
９
２

ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
同
盟
結
成
。

流
刑
に
さ
れ
、
後
に
処
刑
さ
れ
る
。

ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
秘
密
結
社
カ
テ
ィ
プ
ナ
ン
結
成

１
８
９
６

ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
、
武
装
蜂
起
す
る
。

ア
ギ
ナ
ル
ド
、
カ
ビ
テ
で
武
装
蜂
起
す
る
。

１
８
９
７

ア
ギ
ナ
ル
ド
、
革
命
政
府
を
樹
立
し
大
統
領
に

な
る
。

ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
、
ア
ギ
ナ
ル
ド
派
に
よ
り
処
刑

さ
れ
る
。
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ホロ島での抗日ゲリラ軍

日
本
帝
国
主
義
�

破
壊
�
侵
略

　

１
９
４
１
年
以
降
、
日
本
は

利
益
と
市
場
を
狙
っ
て
東
南
ア

ジ
ア
に
や
っ
て
来
た
。
ア
メ
リ

カ
と
市
場
分
割
の
た
め
激
し
い

破
壊
を
繰
り
広
げ
た
。
ア
メ
リ

カ
は
日
本
に
原
子
爆
弾
を
投
下

し
20
万
人
以
上
の
人
々
を
殺
し

た
。

�
�
�
�
�
人
�
!!

貧
困
�
死
�
�
�
�
�

帝
国
主
義
�
抵
抗
�
�

闘
�
�
�
�
!!

で
は
な
く
資
本
の
た
め
に
、
ア

メ
リ
カ
に
売
る
た
め
に
働
か
ね

ば
な
ら
な
い
社
会
構
造
が
押
し

付
け
ら
れ
た
。
暴
力
に
よ
る
支

配
は
ス
ペ
イ
ン
が
３
０
０
年
以

上
の
支
配
で
殺
し
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の
命

を
奪
っ
た
。

　

農
業
資
源
、
鉱
山
資
源
、
石

油
資
源
が
ア
メ
リ
カ
の
企
業
に

よ
り
独
占
さ
れ
、
今
に
続
く
。

　

植
民
地
支
配
が
始
ま
る
前
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
に
、
限
り
な

い
競
争
で
は
な
く
人
々
の
協
同

を
大
切
に
し
た
社
会
を
目
指
し

て
い
る
。
み
ん
な
が
食
べ
ら
れ

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
工
業
が
発

展
す
る
社
会
。

　

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を
追

帝
国
主
義
�
�

利
益
�
�
�
�
人
�

命
�
奪
�
�

経
済
的
�
貧
困
層

�
生
�
出
�
人
�
殺

�
�

過
酷
�
労
働
�
強
�

�
人
�
殺
�
�

環
境
汚
染
�
�
�
�

人
�
殺
�
�

戦
争
�
繰
�
広
�
人

�
殺
�
�

い
出
す
た
め
に
全
国
的
な
革
命

運
動
を
行
っ
て
お
り
、
た
く
さ

ん
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
今
の
イ

ラ
ク
の
人
々
と
同
じ
よ
う
に
武

器
を
持
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
抵
抗

し
て
い
る
。
特
に
田
舎
の
方
で

は
本
格
的
で
、
多
く
の
人
が
武

器
を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。

１
８
９
８

米
西
戦
争
勃
発
し
、
米
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
占
領
。

パ
リ
講
和
条
約
、
ア
メ
リ
カ
の
領
有
に
さ
れ
る
。

１
９
３
１

パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
で
反
米
蜂
起
。

１
９
４
１

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
。

１
９
４
２

日
本
軍
マ
ニ
ラ
入
城
、
軍
政
布
告
す
る
。

フ
ク
バ
ラ
ハ
ッ
プ（
抗
日
人
民
軍
）結
成
さ
れ
る
。

１
９
４
５

米
軍
マ
ニ
ラ
突
入
（
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
政
府
マ

ニ
ラ
へ
）、
日
本
無
条
件
降
伏
す
る
。

１
９
４
６

ロ
ハ
ス
政
権
発
足
。
フ
ク
団
の
議
席
を
剥
奪
す

る
。
独
立
宣
言
、フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
成
立
す
る
。

１
９
７
２

マ
ル
コ
ス
大
統
領
、
戒
厳
令
を
布
告
す
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
蜂
起
、
内
戦
状
態
へ
。

１
９
８
１

戒
厳
令
停
止
、
マ
ル
コ
ス
再
選
さ
れ
る
。

１
９
８
３

ア
キ
ノ
元
上
院
議
員
、
マ
ニ
ラ
国
際
空
港
で
暗

殺
さ
れ
る
。
葬
儀
に
２
０
０
万
人
の
市
民
参
列
。

１
９
８
６

大
統
領
選
行
わ
れ
、
国
民
議
会
が
マ
ル
コ
ス
の

当
選
を
宣
告
す
る
。

市
民
が
蜂
起
。
ア
キ
ノ
大
統
領
就
任
の
宣
誓
、

マ
ル
コ
ス
米
軍
ヘ
リ
で
国
外
脱
出
す
る
。

１
９
９
２

米
比
基
地
協
定
の
破
棄
に
よ
り
、
全
て
の
在
比

米
軍
基
地
を
撤
退
さ
せ
る
。

１
９
９
９

米
軍
の
駐
留
を
認
め
る
米
比
駐
留
軍
事
協
定
（
Ｖ

Ｆ
Ａ
）、
反
対
の
声
の
中
結
ば
れ
る
。

２
０
０
２

「
対
テ
ロ
戦
争
」
を
名
目
と
し
た
米
比
合
同
軍
事

演
習
（
バ
リ
カ
タ
ン
）
に
よ
り
、
米
軍
駐
留
。
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■
教
育
�
現
状
�
学
生
�
運
動

人
権
�
民
主
主
義
�
�
�
�
教
育
�
目
指
�
�

ＵＰ

（フィリピン大学）

デリマン校

知識があれば

服も要らない

（笑）

ＵＰの学内

地域に開かれた

印象

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
教
育
制
度
の

基
本
は
６
・
４
・
４
・
制
。
初
等

学
校
６
年
間
、
中
等
学
校
（
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
４
年
間
、
高
等

教
育
（
大
学
な
ど
）
４
年
間
。

憲
法
（
１
９
８
７
年
２
月
に

成
立
）
で
は
初
等
教
育
を
無
償

教
育
か
ら
無
償
義
務
教
育
と
し

た
。

　

就
学
率
・
識
字
率
は
高
い
。

ほ
ぼ
100
％
の
子
ど
も
達
が
就
学

し
、
成
人
の
識
字
率
は
95
％
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の

影
響
が
大
き
い
（
１
８
９
８
〜

１
９
４
６
は
ア
メ
リ
カ
の
領
有

下
）。
し
か
し
、
初
等
教
育
卒

業
ま
で
に
３
割
以
上
の
子
ど
も

達
が
退
学
・
留
年
し
て
い
る
。

　

教
育
は
「
巨
大
産
業
」。
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
省
が

占
め
る
割
合
は
国
家
公
務
員

の
３
割
以
上
。
私
立
学
校
も
多

い
。
初
等
教
育
で
は
、
公
立
学

校
が
約
４
０
０
０
０
校
で
私
立

学
校
が
約
３
２
０
０
０
校
、
中

等
教
育
で
は
、
公
立
学
校
が
約

４
２
０
０
校
で
私
立
学
校
が
約

２
８
０
０
校
。

　

大
学
の
商
業
化
は
、
学
費
を

上
げ
、
大
学
の
設
備
の
一
部
を

企
業
に
売
る
に
至
ら
せ
る
。

　

必
要
な
も
の
は
、
科
学
的
な

教
育
シ
ス
テ
ム
、
大
衆
の
た
め

の
教
育
シ
ス
テ
ム
、
民
族
主
義

の
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
。

　

政
府
の
予
算
優
先
順
位
は
、

①
外
国
へ
の
債
務
の
支
払
い
、

②
軍
事
費
、
③
教
育
予
算
。
そ

の
た
め
の
財
政
難
↓
教
育
費
の

削
減
。

co
m

m
e

rcia
liza

tio
n
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学内掲示板

「教育費カットに

反対！！」

国会前で

財政危機への

抗議行動

ＰＵＰの

ＬＦＳメンバーの

レクチャー

　

生
徒
数
は
、
５
万
人
。
労
働

者
や
農
民
の
子
が
多
い
。

　

政
府
が
Ｐ
Ｕ
Ｐ
に
当
て
た
予

算
は
、
20
億
ペ
ソ
↓
５
億
ペ
ソ

（
04
年
か
ら
）
へ
激
減
。
そ
の

内
の
90
％
は
、
固
定
費
で
あ
る

教
員
の
給
料
に
支
払
わ
れ
る
の

で
、
設
備
投
資
（
メ
イ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
＋
11
の
ブ
ラ
ン
チ
）
へ

は
ほ
ん
の
10
％
し
か
残
ら
な

い
。

　

そ
の
た
め
、学
費
値
上
げ
と
、

学
生
生
活
に
必
要
な
50
種
類
以

上
の
細
か
い
こ
と
に
、
次
の
よ

う
に
値
段
が
つ
く
ら
れ
れ
た
。

結
果
、
全
体
と
し
て
10
倍
の
学

費
値
上
げ
‥
。

【
成
績
証
明
書
】
１
枚
50
ペ
ソ

【
パ
ソ
コ
ン
使
用
料
】
１
時
間

20
ペ
ソ

【
学
費
滞
納
】
10
ペ
ソ
↓
20
ペ

�
�
�
�
�
工
科
大
学

�
�
�
�
�

�
状
況

�
�
�
�
�
学
生
�

�
�
�
�
�
�

　

授
業
は
、
専
門
３
単
位
（
必

修
）、
教
養
２
単
位
（
必
修
）。

１
教
科
３
回
／
週
で
、
７
教
科

／
セ
メ
ス
タ
ー
な
の
で
、
７
×

３=

21
回
／
週
（
＝
14
コ
マ
／

週
）。

　

バ
イ
ト
は
、
１
回
が
４
〜
５

時
間
、
週
に
５
回
。

　
「
学
費
値
上
げ
に
反
対
し
、

教
育
予
算
を
上
げ
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
忙
し
い
な
あ
」「
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
‥
あ
る
よ
☆
」

　

節
約
生
活
の
コ
ツ
＝
「
ご

飯
は
友
達
と
一
緒
に
食
べ
よ

う
!!
」「
部
屋
は
友
達
と
同
居

が
一
番
!!
」

　

結
果
、
08
年
ま
で
に
現
在

１
２
０
校
の
国
立
大
学
を
４
８

校
に
削
減
す
る
計
画
。

ソ
（
１
セ
メ
ス
タ
ー
に
つ
き
）

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
コ
ピ
ー
】

20
ペ
ソ

【
学
位
証
】
一
枚
50
ペ
ソ

【
エ
ア
コ
ン
の
無
い
Ｏ
Ａ
教
室

使
用
料
】
五
百
ペ
ソ

【
エ
ア
コ
ン
の
有
る
Ｏ
Ａ
教
室

使
用
料
】
千
ペ
ソ



 Philippine exposure 2004 10

■
�
�
�
家

�
�
解
決
�
�
�
�
�

�
慰
安
婦
�

問
題

　

ツ
ア
ー
の
４
日
目
に
は
、
私

た
ち
は
「
ロ
ラ
の
家
」
を
訪

問
し
、
元
「
慰
安
婦
」
が
日
本

軍
に
よ
っ
て
ど
ん
な
被
害
を
受

け
、
そ
し
て
今
は
ど
ん
な
状
況

に
あ
る
の
か
、
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。

　
「
ロ
ラ
」
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ

�
従
軍
慰
安
婦
�
�
�
�

　

国
連
人
権
委
員
会
対
女
性
暴

力
特
別
報
告
者
の
ラ
デ
ィ
カ
・

ク
ワ
ラ
ス
ミ
氏
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
日
本
帝
国
軍
は
１
９
３
２

年
か
ら
１
９
４
５
年
の
間
、
軍

の
性
奴
隷
と
し
て
利
用
す
る
た

め
、
口
実
を
設
け
あ
る
い
は
誘

拐
し
て
、
植
民
地
や
占
領
地
の

女
性
を
組
織
的
に
強
制
動
員
す

る
政
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
大
部
分
の
女
性
は
、
11

歳
か
ら
20
歳
の
若
年
の
女
児
で

し
た
。
こ
の
政
策
の
目
的
は
、

兵
士
の
士
気
を
高
め
そ
の
心
理

的
安
定
を
は
か
り
、
か
つ
性
病

の
感
染
か
ら
彼
ら
を
守
る
と
と

も
に
村
落
へ
の
軍
事
的
攻
撃
の

際
に
広
範
に
行
わ
れ
た
略
奪
お

よ
び
強
姦
を
防
止
す
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
し
た
。
慰
安
婦
政
策

に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
女
性

の
数
は
10
万
か
ら
25
万
人
に
及

ぶ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

90
年
代
に
韓
国
の
女
性
が
元

「
慰
安
婦
」
と
し
て
名
乗
り
を

あ
げ
た
の
を
契
機
に
、
韓
国
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
元
「
慰
安

婦
」
た
ち
が
日
本
政
府
に
対
し

ン
語
で
「
お
ば
あ
さ
ん
」
と
い

う
意
味
で
す
。「
ロ
ラ
の
家
」は
、

元
「
従
軍
慰
安
婦
」
ら
に
よ
る

「
リ
ラ
・
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
」
の

活
動
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

ロ
ラ
た
ち
の
憩
い
の
場
で
も
あ

り
ま
し
た
。

「ロラ」 のヒラリアさん
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�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
証
言

　

私
は
マ
ニ
ラ
の
マ
ラ
テ
地

区
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

９
人
家
族
で
、
父
は
役
人
で

し
た
。

　

日
本
軍
の
占
領
が
始
ま
る

と
、
父
は
職
を
失
い
、
兄
と

靴
磨
き
や
た
ば
こ
、
米
・
通

行
パ
ス
（
日
本
軍
が
発
行
し

た
も
の
で
こ
れ
が
な
い
と
、

マ
ニ
ラ
の
街
を
通
行
で
き
な

い
）
の
転
売
な
ど
を
し
て
、

家
族
を
養
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
マ
ニ
ラ
で
生
活

が
で
き
な
く
な
り
、
父
の
出

身
で
あ
る
パ
ン
パ
ン
ガ
州
に

引
っ
越
し
ま
し
た
。
生
活
は

相
変
わ
ら
ず
厳
し
か
っ
た
た

め
、
父
と
バ
タ
ー
ン
に
行
っ

て
収
穫
の
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ

に
落
ち
て
い
る
米
を
拾
っ
て

ま
わ
り
ま
し
た
。

　

バ
タ
ー
ン
滞
在
中
の
あ
る

日
、
突
然
現
れ
た
３
人
の
日

本
兵
に
手
と
足
を
豚
の
よ
う

に
掴
ま
れ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
に

投
げ
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
駐
屯
地
の
奥
の

建
物
の
２
階
に
無
理
や
り
連

れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
４
つ
の
部
屋
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
一

人
ず
つ
女
性
が
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
初
め
て
、
レ
イ
プ
さ

れ
ま
し
た
。

　

建
物
の
周
り
に
は
フ
ェ
ン

ス
が
張
っ
て
あ
っ
て
逃
げ
ら

れ
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
周
囲
に
は
日
本
兵
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
毎
晩
少
な
く

と
も
３
〜
４
人
の
男
性
に
レ

イ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
抵
抗
す

れ
ば
激
し
い
暴
行
を
受
け
、

逃
げ
よ
う
と
し
て
も
兵
士
の

監
視
が
厳
し
く
、
泣
く
こ
と

性
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
元
「
慰
安

婦
」
だ
け
で
は
な
く
、
国
連
人

権
委
員
会
か
ら
も
不
十
分
で
不

当
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
上
記
に
よ
っ

て
「
慰
安
婦
」
問
題
は
解
決
さ

れ
た
も
の
と
し
ま
し
た
が
、
現

在
に
お
い
て
も
元
「
慰
安
婦
」

た
ち
は
謝
罪
と
補
償
を
求
め

て
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
国

連
人
権
委
員
会
に
お
い
て
も
審

議
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
０
０
年
に
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
に
よ
り
東
京
で
女
性
国
際

戦
犯
法
廷
も
開
か
れ
ま
し
た
。

て
謝
罪
と
補
償
を
求
め
る
裁
判

を
日
本
で
起
こ
し
ま
し
た
。
し

か
し
、「
補
償
問
題
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
、
及
び

そ
の
他
の
２
国
間
条
約
に
よ
っ

て
全
て
解
決
済
み
で
あ
る
」
と

い
う
政
府
の
主
張
が
ほ
ぼ
全
面

的
に
認
め
ら
れ
、
裁
判
は
全
て

敗
訴
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
世
論
の
高
ま

り
も
あ
っ
て
、
日
本
政
府
は

１
９
９
１
年
に
「
慰
安
婦
」
問

題
に
関
し
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
受

け
、
１
９
９
５
年
日
本
政
府
は

正
式
に
日
本
の
軍
事
政
策
と
し

て
「
慰
安
婦
」
政
策
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
認
め
、
謝
罪
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
人
２
０
０
万

円
の
お
見
舞
金
を
支
払
い
、
民

間
の
基
金
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
女

し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
鮮
な
空
気
が
吸
え
る
の

は
、
朝
の
洗
濯
と
料
理
の
時

間
だ
け
で
し
た
。

　

米
軍
の
爆
撃
の
時
に
逃
げ

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
族
は
私
が
死
ん
だ
も
の
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
再
会
し

た
と
き
は
大
変
驚
か
れ
ま
し

た
。「
慰
安
婦
」
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
余
り
に
も
恥
ず
か

し
い
経
験
な
の
で
、
母
親
に

し
か
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
「
慰

安
婦
」（
の
要
求
）
を
認
め
、

救
済
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

上． 「慰安所」 内部 （寝るだけの場

所しかない）

下． 上海にあった 「慰安所」 の入り口

�
�
�
・
�
�
�
�
�
�
�

�
活
動
�
見
解

　

ロ
ラ
の
証
言
を
聞
い
た
後
、

私
た
ち
は
「
リ
ラ
・
フ
ィ
リ

ピ
ー
ナ
」
代
表
者
の
リ
チ
ル
ダ

さ
ん
か
ら
、「
慰
安
婦
」
問
題

全
体
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
「
リ
ラ
・
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
」

と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る

強
姦
、
性
奴
隷
被
害
女
性
の
生

存
者
と
女
性
の
権
利
を
擁
護
す
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る
た
め
に
、
１
９
９
４
年
５
月

の
創
設
さ
れ
た
組
織
で
す
。
戦

時
性
奴
隷
制
度
と
い
う
戦
争
犯

罪
に
対
し
て
日
本
政
府
に
公
式

謝
罪
と
法
的
個
人
補
償
を
求
め

る
要
求
の
た
め
に
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

「
ロ
ラ
」
の
存
在

＝ 

日
本
の
侵
略
の
結
果

＝ 

戦
争
の
本
当
の
姿

＝ 

現
在
の
社
会
で
の
女
性
の

地
位

　
「
慰
安
婦
」
問
題
を
通
し
て

侵
略
が
何
な
の
か
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
は

い
つ
も
女
性
や
子
供
を
傷
つ
け

ま
す
。「
慰
安
婦
」
は
戦
争
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
被
害
者

で
す
。

　

ま
た
、「
慰
安
婦
」の
存
在
や
、

彼
女
た
ち
が
性
奴
隷
制
度
の
被

害
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
よ
う

と
し
な
い
社
会
の
反
応
は
、
そ

の
ま
ま
社
会
が
女
性
を
ど
の
よ

う
に
扱
っ
て
い
る
の
か
を
如
実

に
示
し
て
い
る
の
で
す
。

「
第
二
の
『
慰
安
婦
』
を
生
み

出
さ
な
い
！　

次
の
世
代
に
戦

争
を
生
み
出
さ
な
い
！
！
」

＝ 

闘
う
理
由

　

補
償
は
要
求
の
中
で
は
、
小

さ
な
部
分
、
補
償
以
外
の
部
分

が
重
要
な
の
に
、
日
本
人
や
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
は
そ
れ
を
見
よ

う
と
し
ま
せ
ん
。

�
�
�
・
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
要
求

▼
日
本
政
府
に
対
し
て

① 「
慰
安
婦
」
に
関
す
る
全
て

の
情
報
を
開
示
す
る
責
任

を
果
た
す
事

② 「
慰
安
婦
」
と
そ
の
家
族
に

対
し
て
適
切
な
補
償
を
行

う
事

③ 

教
科
書
、
特
に
歴
史
教
科

書
に
お
い
て
、「
慰
安
婦
」

政
策
に
つ
い
て
記
述
す
る

事
④ 

武
力
と
暴
力
を
も
っ
て
「
慰

安
婦
」
政
策
が
進
め
ら
れ

た
こ
と
を
認
め
公
式
文
書

に
残
す
事

⑤ 「
慰
安
婦
」
と
さ
れ
た
全
て

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
だ
け

�
�

�
�
補
償
�
�
�
�

�
�
�

活
動
�
�
�
�
�

�
�
�
�

Ａ
．
補
償
は
事
実
の
認
定
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
性
的
暴
力
・

嫌
が
ら
せ
が
絶
え
な
い
限

り
、
こ
の
闘
い
は
続
け
ら
れ

ま
す
。

�
�

�
慰
安
婦
�

問
題
�

対
�
�
日
本
人
�
反
応
�
�

�
思
�
�
�
�
�

Ａ
．
日
本
政
府
の
対
応
は

不
誠
実
で
す
が
、
多
く
の
日

本
人
は
私
た
ち
の
活
動
の
主

旨
を
理
解
し
応
援
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
大
変
心
強
く
は

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動

が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
行

わ
れ
て
お
り
、
う
ま
く
組
織

化
さ
れ
て
な
い
様
に
思
い
ま

す
。

「
慰
安
婦
」
問
題
を
学
校
で

教
え
た
が
た
め
に
、
先
生

が
教
育
委
員
会
か
ら
処
分
さ

れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

き
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。

�
�

昨
今
�
日
本
�
自
衛

隊
�
動
�
�
�
�
思
�
�
�

�
�

Ａ
．「
自
衛
」
は
否
定
し
ま

せ
ん
が
、
他
の
国
を
再
び
侵

略
す
る
こ
と
は
絶
対
に
許
せ

ま
せ
ん
。
日
本
の
国
民
は
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の

脅
威
を
恐
れ
る
が
、
そ
れ
は

ア
メ
リ
カ
な
ど
に
よ
る
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
で
は
な
い
か
。
侵

略
戦
争
を
進
め
て
き
た
の
は

今
も
昔
も
ア
メ
リ
カ
な
ど
の

先
進
国
で
す
。
日
本
は
広
島

や
長
崎
、
ロ
ラ
た
ち
か
ら
戦

争
の
愚
か
さ
を
学
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
連
の
委
員
会
で
そ

の
責
任
を
追
及
さ
れ
て
い
る

「
慰
安
婦
」
問
題
を
解
決
せ

ず
に
、
日
本
が
常
任
理
事
国

入
り
す
る
の
は
お
か
し
い
と

思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

で
な
く
、
全
て
の
ア
ジ
ア

女
性
と
そ
の
家
族
に
対
し

て
謝
罪
す
る
事

▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
対
し
て

①
「
慰
安
婦
」
問
題
に
す
る
政

府
の
姿
勢
を
明
確
に
示
す

事

②
「
慰
安
婦
」
問
題
に
関
す
る

調
査
・
情
報
収
集
を
行
う

事
③
「
慰
安
婦
」
の
存
在
を
フ
ィ



13 Philippine exposure 2004

　
「
慰
安
婦
」
問
題
は
決
し

て
古
い
問
題
で
は
な
く
、
極

め
て
今
日
的
な
問
題
だ
と
思

い
ま
し
た
。
日
本
で
は
自
衛

隊
の
「
軍
隊
化
」
の
動
き
が

進
ん
で
い
ま
す
。
戦
争
が
で

き
る
「
普
通
の
」
国
に
な
ろ

う
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で

す
が
、
こ
う
い
っ
た
動
き
が

あ
る
中
で
、
政
府
が
過
去
の

戦
争
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い

る
か
を
知
る
事
は
と
て
も
重

要
な
事
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。「
ロ
ラ
の
家
」で
伺
っ

た
話
や
「
正
義
」
の
戦
争
の

名
の
下
に
沢
山
の
一
般
市
民

が
犠
牲
に
な
り
、
今
も
混
乱

が
続
く
イ
ラ
ク
の
事
を
考
え

る
と
、
日
本
が
戦
争
の
で
き

る
国
に
な
る
事
が
国
民
全
体

の
利
益
に
な
る
と
は
私
に
は

や
は
り
思
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
淡
々
と
過
去
の

経
験
を
語
る
ロ
ラ
の
姿
を
見

て
、日
本
で
伝
え
ら
れ
る「
慰

安
婦
」
像
と
大
き
な
ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
ま
し
た
。
ロ
ラ
た

ち
の
闘
い
は
戦
争
が
な
く
な

る
ま
で
終
わ
る
事
な
い
永
い

永
い
闘
い
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
私
も
何
ら
か
の
形
で

こ
の
闘
い
に
加
わ
っ
て
い
け

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
・

Ｙ
）

�
�
�
�
家
�

�
訪
問
�
�
�
感
想

　フィリピン人元慰安婦損害賠償請求訴訟で日本の最高裁が慰安婦側
の上告を棄却したことを受け、原告の比人女性２人がケソン市で２７
日、マニラ新聞の単独取材に応じ初めてその心情を吐露した。彼女ら
は、１９９２年に名乗り出て以来、１１年間にわたり日本政府による
事実認定と補償を求め裁判闘争を続けてきたが、今回の棄却で司法救
済の道を絶たれた。最高裁が口頭弁論を開かず門前払いしたことにつ
いて「私たちの証言を聞きせめて性的暴力を受けたという事実を認定
して欲しかった」と涙ながらに語った。
　２人はリサール州アンティポロに住むピラール・フリアスさん
( ７７) とマニラ市ナボタスに住むオルテンシア・マルティネスさん
（７６）。両人とも、９２年に比で初めて慰安婦被害を名乗り出た故マ
リア・ロサ・ヘンソンさん＝９７年に死亡＝の存在をテレビとラジオ
で知りすぐに支援団体に被害を名乗り出た。９３年に東京地方裁判所
に損害賠償を求めて提訴した４６人の原告団に加わった。２人とも裁
判傍聴や集会参加などのために訪日したことがある。
　２人は最高裁決定の翌日２６日に国内テレビ報道で棄却を初めて
知ったという。フリアスさんは「ニュースを聞いて心臓が張り裂けそ
うな気持ちになった。これまでの十年以上の闘いは一体何だったのか
と虚しい思いに駆られた」と気持ちを吐露した。さらに「自分を陵辱
した日本兵を見つけだし復讐したいという気持ちは今も変わらない。
１５歳で被害を受けて以降、年月が経つにつれ心の傷はますます深く
なる一方だ。今回の最高裁決定でさらに傷口が広がった」と訴えた。
　一方、マルティネスさんは「アロヨ大統領は（アジア女性基金の福
祉支援で比側窓口となった）社会福祉省の長官時代から慰安婦問題を
熟知している。この問題を日本政府に伝えたり、支援すると私たちに
何度も約束したが一度も実行したことがない」と慰安婦問題に対する
現政権の無策ぶりを批判した。
　２人とも途中から涙があふれ出て来たため、ハンカチで何度も目頭
を拭いていた。フリアスさんが「賠償は無理でも、せめて私たちの証
言に耳を傾け、被害者として事実認定してほしかった」と話すと、マ
ルティネスさんも深くうなずいた。
　気管支肺炎やリューマチを患っているマルティネスさん。「個人に

国を訴える権利がないのならこれから一体どうしたらいいのか」。大
きくため息をついた。

　今回の最高裁の比人元慰安婦賠償請求訴訟に対する決定は、今年３
月２５日の韓国人元慰安婦を原告とする関釜裁判、同２８日の在日韓
国人元「慰安婦」裁判の上告審に対する最高裁決定と同じ内容で、慰
安婦訴訟の上告側の訴えをいずれも門前払いするものだった。
　関釜裁判では山口地裁下関支部が１９９８年に「立法不作為による
人権侵害」を認め賠償金の支払いを国に命じたが、その後の高裁、最
高裁では認められなかった。比人慰安婦訴訟でも弁護団が従来の国際
人権法論議を中心に、高裁からは新たにトラウマなど「立法不作為に
よる人権侵害」も争点に加えたが、最高裁は法廷審理も開かず、上告
から三年後に訴えを棄却した。
　韓国人慰安婦たちの提訴に次いで比人慰安婦たち原告４６人が９３
年に東京地裁に提訴して十年。日比の支援者や弁護団、韓国人や中国
人たちの被害者らの横のつながりも交えて法廷外でも補償請求運動を
続けた。この動きを受けて参議院に民主、共産、社民党の共同提案で「戦
時性的強制被害者問題の解決の促進に関する法律案」が０２年に提出
されたが、会期切れで廃案となっている。
　このような逆風にもかかわらず、原告らは国際社会への訴えかけを
継続してきた。国連の人権小委員会や社会権規約委員会なども相次い
でこの問題を取り上げて独自に調査するなどし、日本政府に対し補償
など解決に乗り出すよう勧告を出している。
　また、フィリピンでは最近、慰安婦の記述を教科書に掲載するよう
求めるなど歴史認識への取り組みも始まった。マニラ市とも協力し今
年４月には慰安婦被害を刻んだ記念碑を同市内に建立している。日本
の司法による救済の道を閉ざされた原告らは今後、国際社会への働き
かけを一層強めるとともに、フィリピンや日本の教育現場で慰安婦問
題を伝えていく地道な運動も継続していくことになるだろう。補償問
題は国民基金で解決済みと主張する日本政府も裁判所まかせでない取
り組みが今後求められるであろう。（以下、略）
【まにら新聞　０３年１２月２９日】

リ
ピ
ン
の
歴
史
の
一
部
と

し
て
認
め
、
教
科
書
に
記

述
す
る
事

④
歴
史
の
風
化
を
防
ぐ
た
め

に
、「
慰
安
婦
」
を
含
め
た

第
２
次
世
界
大
戦
の
全
て

の
犠
牲
者
の
慰
霊
碑
と
聖

堂
を
建
て
る
事

⑤
「
慰
安
婦
」
と
、
残
さ
れ
た

家
族
に
対
し
て
生
活
補
助

を
行
う
事

元慰安婦裁判－敗訴の比人元慰安婦２人、「せめて被害事実を認定してほしかった」と涙の訴え
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�
月
�
日　

赤
線
街
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

９
月
４
日
の
午
後
Ｌ
Ｆ
Ｓ

か
ら
の
突
然
の
提
案
で
夜
に

赤
線
街
を
訪
問
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
赤
線
街
と
は
売
買

春
街
の
こ
と
で
、
若
い
女
の

子
た
ち
が
い
わ
ゆ
る
夜
の
仕

事
を
し
て
い
る
通
り
だ
。

　

行
っ
て
何
を
す
る
の
だ
ろ

う
と
い
う
疑
問
に
、
Ｌ
Ｆ
Ｓ

の
ア
ナ
は
「
私
た
ち
よ
り
も

若
い
女
の
子
達
が
た
く
さ
ん

夜
に
働
い
て
い
る
か
ら
、
直

接
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
か
し

て
み
れ
ば
い
い
よ
。」
と
答

え
た
。
わ
た
し
の
不
安
な
気

持
ち
を
気
遣
っ
て
く
れ
て
い

る
の
か
、「
大
丈
夫
ト
ラ
イ

し
て
み
よ
う
！
」
と
元
気
に

言
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
夜
ま
で
行
っ
て

何
を
聞
い
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
と
、
と
て
も
不
安
な
時
間

が
流
れ
た
。

　

夜
10
時
過
ぎ
か
ら
２
時

間
、
私
た
ち
は
５
人
グ
ル
ー

プ
を
作
っ
て
こ
の
通
り
を

巡
っ
た
。

　

通
り
の
両
脇
に
お
店
が
並

び
、
店
の
前
で
は
女
の
子
達

が
客
引
き
を
し
て
に
ぎ
や
か

な
通
り
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
物
乞
い
」
を
す
る
子
ど
も

た
ち
も
、
普
通
の
通
り
よ
り

目
立
っ
て
多
く
、
お
店
の
入

り
口
付
近
で
店
か
ら
出
て
く

る
お
客
を
遊
び
な
が
ら
待
っ

て
い
た
。

　

警
官
が
お
店
の
入
り
口
で

子
ど
も
達
を
追
っ
払
っ
て
い

た
の
を
よ
く
見
か
け
た
が
、

子
ど
も
達
に
は
そ
れ
も
面
白

い
よ
う
で
警
官
に
近
づ
い
て

は
逃
げ
て
遊
ん
で
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

　

お
店
の
看
板
に
は
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
ｗ
ｅ

ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
」
あ
と
中
国

語
、
ハ
ン
グ
ル
も
書
か
れ
て

い
た
。

　

５
〜
６
人
の
韓
国
人
が
お

店
か
ら
出
て
き
た
。
何
か
す

ご
く
楽
し
い
よ
う
で
大
声
で

笑
っ
て
い
た
が
、
入
り
口
で

お
金
を
ね
だ
る
子
ど
も
を
払
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イ ン タ ビ ュ ー

い
の
け
て
、
ま
た
次
の
お
店

に
入
っ
て
い
っ
た
。

　

日
本
で
も
売
買
春
街
に

行
っ
た
こ
と
の
な
い
私
は
、

そ
ん
な
生
ま
れ
て
初
め
て
見

る
よ
う
な
異
質
な
空
間
の
中

を
不
安
に
思
い
な
が
ら
た
だ

歩
い
て
い
た
。
２
時
間
の
う

ち
に
私
た
ち
は
２
人
の
方
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　

写
真
に
、
お
店
の
入
り
口

で
客
引
き
を
し
て
い
る
女
の

子
が
写
っ
て
い
る
。
12
〜
13

歳
ぐ
ら
い
の
女
の
子
が
２
人

で
お
店
に
入
っ
て
も
ら
お
う

と
し
が
み
つ
い
て
い
る
。

　

売
春
を
や
っ
て
い
る
と

普
通
の
精
神
状
態
で
は
い
ら

れ
な
く
な
る
の
は
あ
る
意
味

当
然
で
、
薬
を
や
っ
て
い
る

子
が
多
い
と
か
。「
警
察
官

を
ど
う
思
う
？
」
と
質
問
し

た
ら
、
警
察
官
も
お
客
だ
よ

（
笑
）と
い
う
こ
と
も
聞
い
た
。

（
Ａ
・
Ｋ
）

　

実
家
�
�
�
�
�
島
�
�
�
�
�

�
人
兄
弟
�
�

男
�
女
�

家
�
�
�
�
貧
�
�
�
�
�
�
働
�
必
要

�
�
�
�
�

高
校
�
�
年
目
�
�
行
�
�
�
�
卒
業

�
�
�
�
�
�
�

　

�
歳
�
�
15
歳
�
間
自
分
�
性
別
�
分
�
�
�
�

�
混
乱
�
�
�
�
�
�

15
歳
�
時
�
�
�
�
�
�
女

性
�
�
�
�
�
�
自
覚
�
�

�
�
�
�
着
始
�
女
性

�
�
�
生
�
�
�
�
�
�
�
�
�

両
親
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
女
�
格
好
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

以
前
�
�
�
�
�
住
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
年
�
�
働
�
�
�
�
�

�
客
�
�

�
�
・
�

�
�
・
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

外
国
�
�
�

�
�
�
店
�
少
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

店
�
人
気
�
�
�
�

　

�
日
�
�
客
�
�
人
�
�
人
�
最
低
�
�
�
�
�
�

�
�
稼
�
�
�

多
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
稼
�
�

時
�
�
�
�

　

市
長
�
発
行
�
�
�
�
商
売
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
許
可
証
�
持
�
�
�
�
�
�
�
�
持
�

�
�
�
�
�
客
�
�
�
�
�
�
�
�

給
料
�
比
較
的

�
�
�

�
�
許
可
証
�
�
年
�
�
回
更
新
�
必
要
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

以
前
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
金
�
稼
�
�
�

�
�
月
�
�
前
�
�
�
�
�
�
�
�
市
�
引
�
越
�
�

�
�
�

大
体
�

夕
方
17
時
�
�
深
夜
�
時
�
�
働

�
�
�
�
�

　

�
客
�
�

�
�
�
�
・
韓
国
・
�
�
�
�
�
�

�
・
�
�
�
�
・
�
�
�
�
�
�
人
�
�
�
�
�
�

�
�
�
客
�
一
番
多
�
�

日
本
人
�
少
�
�
�
話
�

�
�
�
�
�
彼
女
�
�
店
�
看
板
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
字
�
見
�
�
�
�
出
来
�
�

　

�
�
�
店
�
�
�
客
�
�
�
�
�
�
�
�
日
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
市
�
最
低
賃
金
�

�
�
�
�
�
�

�
給
料
�
�
�
支
払
�
�
�
�
�

�

客
�
�
�
�
�
�
全
�
給
料
�
出
�
�
�
店
�
�

�
�

　

自
分
�
�
客
�
�
店
�
�
酒
�
�
�
飲
�
�
�

給
料
�
�
�
�
�
�

�
�
�
客
�
直
接
�
�
�
�

金
�
�
�
�
�
60
�
�
自
分
�
�
�
�
�
�

40
�
�

�
店
�
�
�
�
�
�
渡
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

人
�
�
�
�
�
�
�
�
仕
事
�
大
体
29
歳
�
�
�

�
�
�
�

�
�
以
降
�
働
�
�
�
�
�
�
給
料
�
�

�
�
安
�
�
�
�
�
�
�
�

中
�
�
年
�
�
�
�
�

�
店
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
人
�
�
�
�

�
�
�
�

�
23
歳
・
�
�
�

�
�
�
・
�
�
�
�
�
�
22
歳
・
女
性
�
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■
�
�
�
�
�
労
働
運
動
�
現
場
訪
問
記

豊
�
�
�
足
下
�
�
�
�
�

サウテックでのピケ （９／８に訪問）

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
法
定
最
低

賃
金
は
、
地
域
差
は
あ
る
が
、

マ
ニ
ラ
の
日
給
で
２
８
０
ペ

ソ
（
約
５
６
０
円
）。
お
か
し

な
こ
と
だ
が
、
政
府
発
表
で
は

５
８
９
ペ
ソ
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

　

労
働
者
は
人
口
の
23
％
程
度

で
、
こ
の
内
８
％
が
比
較
的
裕

福
な
上
層
の
労
働
者
で
15
％
が

下
層
労
働
者
。
残
り
の
２
％
が

資
本
家
や
大
地
主
で
、
75
％
が

小
作
階
級
に
分
類
さ
れ
る
。
小

作
農
の
中
に
は
国
連
の
貧
困
ラ

イ
ン
以
下
の
生
活
（
一
日
１
ド

ル
以
下
の
生
活
）
を
強
い
ら
れ

る
人
も
少
な
い
。

　

失
業
率
は
11
％
が
公
式
発
表

だ
が
、
求
職
中
の
労
働
者
を
含

め
れ
ば
50
％
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

　

数
値
的
に
一
瞥
し
た
だ
け

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
労
働
者
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
が
過
酷
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
断
し
う

る
。

　

政
府
発
表
よ
り
も
最
低
賃
金

の
方
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、

最
低
賃
金
で
は
や
っ
て
行
け
な

い
こ
と
を
示
す
が
、
そ
れ
で
も

法
的
な
根
拠
付
け
と
し
て
の
最

低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
以

上
、
労
働
者
の
生
活
水
準
は
か

な
り
厳
し
い
も
の
に
な
る
。
し

か
も
、
失
業
率
の
高
さ
は
そ
れ

だ
け
経
営
側
に
有
利
な
、
す
な

わ
ち
低
賃
金
で
も
労
働
者
を
雇

う
こ
と
が
可
能
な
社
会
的
条
件

を
経
営
側
に
与
え
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
資
本

家
の
気
に
入
ら
な
い
労
働
者
は

即
座
に
解
雇
さ
れ
る
よ
う
な
、

「
君
の
他
は
い
く
ら
で
も
い
る
」

と
資
本
家
に
言
わ
せ
る
、
労
働

者
が
紙
く
ず
の
よ
う
に
扱
わ
れ

る
状
況
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
労

働
者
を
取
り
巻
く
現
状
だ
。（
近

年
の
日
本
も
だ
が
）

　

そ
し
て
、
こ
の
条
件
下
で
多

く
の
多
国
籍
資
本
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
国
内
で
工
場
を
運
営
し
、
安

価
な
労
働
力
で
利
益
を
得
て
い

る
。
今
、
日
本
は
不
況
で
あ
る

○法廷最低賃金

 ２８０ペソ （マニラ）

○政府発表の最低生活費

 ５８９ペソ

→法定賃金でも生活できない！
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�
�
・
�
�
�
�
�
�
�
訪
問
�
�

�
日
目　

9/1

サン ・ ミゲルでのレクチャー

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
到
着
か
ら
２

日
目
。
残
念
な
が
ら
天
気
は

あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
が
、
私

達
は
夕
方
か
ら
マ
ニ
ラ
市
内
の

サ
ン
・
ミ
ゲ
ル
の
倉
庫
前
で
ピ

ケ
ッ
ト
・
ラ
イ
ン
を
張
る
労
働

者
を
訪
れ
、
豪
雨
の
中
で
話
を

伺
っ
た
。

　

サ
ン
・
ミ
ゲ
ル
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
最
も
大
き
な
資
本
の
一

つ
で
、
ビ
ー
ル
や
各
種
飲
料
、

食
品
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
聞
い
て
、「
サ

ン
・
ミ
ゲ
ル
の
ビ
ー
ル
」
と

答
え
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ

う
。

　

労
働
者
の
話
に
よ
る
と
、
６

月
12
日
に
経
営
者
が
50
人
の

ガ
ー
ド
マ
ン
、
20
人
の
警
察
を

引
き
連
れ
て
、
倉
庫
を
閉
鎖
す

る
と
突
然
の
発
表
し
た
、
と
の

こ
と
だ
。
私
達
が
訪
れ
た
場
所

以
外
に
も
２
箇
所
の
、
計
３
箇

所
の
事
業
所
・
倉
庫
の
閉
鎖
が

決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
表

の
同
日
、
本
社
前
で
の
ピ
ケ
・

抗
議
行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

閉
鎖
の
理
由
は
経
費
削
減

－
競
争
の
激
化
に
よ
る
労
働

者
の
解
雇
。
こ
の
暴
挙
に
よ
っ

て
、
１
９
１
人
の
正
規
労
働
者

が
解
雇
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、

労
働
者
は
倉
庫
前
で
ピ
ケ
を
張

り
、
１
億
５
千
ペ
ソ
分
（
！
）

の
商
品
が
経
営
者
の
手
に
渡
る

の
を
防
ぎ
、
抗
議
行
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
突
然
の
解
雇
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
労
働
法
で
も
違

法
と
さ
れ
て
お
り
、
経
営
側
は

補
償
金
を
出
す
こ
と
を
妥
協
点

と
し
、
ピ
ケ
の
解
除
と
問
題
の

沈
静
化
を
狙
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
ピ
ケ
に
参
加
し
て
い
る
労

働
者
は
言
う
。「
私
達
は
補
償

金
が
欲
し
い
の
で
は
な
く
、
仕

事
が
欲
し
い
の
だ
。」

　

ピ
ケ
を
張
る
労
働
者
は
記
者

会
見
な
ど
を
開
い
て
、
広
く
問

題
を
知
ら
せ
て
い
こ
う
と
し
た

り
も
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
は
一

切
報
道
し
て
く
れ
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
一
方
で
、
政
府
が
こ
の

ピ
ケ
に
対
し
て
「
関
連
会
社
へ

も
被
害
が
出
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

経
済
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
」

と
い
う
批
判
を
た
れ
流
し
た
。

　

労
働
省
・
雇
用
局
の
姿
勢

は
、
ピ
ケ
は
認
め
る
も
の
の
、

会
社
側
に
は
ピ
ケ
を
潰
す
権
利

が
あ
り
、
ま
た
他
の
労
働
者
が

ピ
ケ
に
加
わ
る
こ
と
を
許
さ
な

い
、
と
い
っ
た
も
の
。
こ
れ
で

が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
豊
か
な

状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

な
い
。

的
・
社
会
的
下
層
の
労
働
者
た

ち
だ
。

る
。

　

私
た
ち
が
出
会
っ
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
世
界
的
な
経
済

　

こ
の
富
が
、
一
体
ど
こ
か
ら

来
る
の
か
？　

そ
の
問
い
の
答

え
の
一
つ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
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�
日
目　

9/8

南
部
�
�
�
�
�
労
働
運
動
�
�
�
�
�
訪
問

支
援
�
学
生
�
�

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
滞
在
９
日
目
、

私
達
は
南
部
タ
ガ
ロ
グ
・
ラ
グ

ナ
地
区
の
日
系
企
業
で
働
く
労

働
者
た
ち
と
交
流
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
に
Ｃ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

（
労
働
者
の
教
育
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
開
発
の
た
め
の
セ
ン

タ
ー
）
を
訪
れ
、
労
働
者
か
ら

日
系
企
業
で
の
労
働
環
境
な
ど

を
聞
い
た
。
私
達
を
迎
え
て
く

れ
た
の
は
以
下
の
企
業
の
労
働

者
達
だ
。

　
【
サ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ー
・
ラ
イ

ツ
】
タ
イ
ヨ
ー
パ
ッ
キ
ン
の

子
会
社
、
富
士
通
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
の
部
品
を
製
造
。【
ニ
ッ

シ
ン
・
ブ
レ
ー
キ
】
日
信
工
業

の
子
会
社
。
ホ
ン
ダ
車
等
の
ブ

レ
ー
キ
部
品
な
ど
を
製
造
。【
マ

ス
ダ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
ズ
】
増
田

製
作
所
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
工
場
。

ホ
ン
ダ
車
等
の
エ
ン
ジ
ン
部
品

を
製
造
。【
Ｔ
Ｓ
テ
ッ
ク
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
】
Ｔ
Ｓ
Ｔ
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
工
場
。
ホ
ン
ダ
車
等
の
座
席

部
品
を
製
造
。

　

ラ
グ
ナ
地
区
に
は
６
ヶ
所

の
工
業
団
地
（
特
別
輸
出
加
工

区
）
が
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
は
「
賃
金
が
低
く
、
組
合
が

な
い
」
を
売
り
に
、
ラ
グ
ナ
地

区
へ
多
国
籍
資
本
を
呼
び
込
ん

で
い
る
。
そ
の
た
め
、
組
合
の

設
立
や
活
動
に
対
す
る
弾
圧
は

厳
し
い
も
の
と
な
る
。
労
使
交

渉
の
決
裂
↓
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入

の
時
に
は
、
警
察
・
軍
が
介
入

し
て
労
働
者
は「
テ
ロ
リ
ス
ト
」

の
ご
と
く
扱
わ
れ
、
ス
ト
潰
し

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。

　

労
働
条
件
は
一
様
に
厳
し

い
。
サ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ー
・
ラ

イ
ツ
で
は
、
作
業
中
の
私
語
が

禁
じ
ら
れ
、
そ
の
規
則
を
破
る

と
監
督
官
か
ら
暴
行
を
受
け
る

こ
と
も
あ
る
。
ト
イ
レ
に
は
、

通
常
カ
ギ
が
か
け
ら
れ
て
お

り
、
３
分
し
か
な
い
１
日
４
回

の
ト
イ
レ
・
タ
イ
ム
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
昼

食
は
30
分
し
か
な
い
。
生
産
力

を
維
持
す
る
た
め
に
、
細
か
な

規
定
が
労
働
者
を
縛
り
付
け
て

い
る
の
だ
。
さ
ら
に
８
時
間
の

労
働
の
後
に
６
時
間
の
残
業
が

強
制
さ
せ
ら
れ
る
時
も
あ
る
と

言
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
家
族

は
、「
ピ
ケ
は
認
め
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
だ

ろ
う
。

　

し
か
も
、
経
営
側
の
本
当
の

目
的
は
、
事
業
所
・
倉
庫
の
閉

鎖
で
は
な
く
、「
コ
ス
ト
の
か

か
る
」正
規
労
働
者
を
解
雇
し
、

代
わ
り
に
低
賃
金
の
契
約
労
働

者
を
雇
い
な
お
す
こ
と
の
よ
う

だ
。
労
働
者
は
、
こ
う
し
た
一

方
的
な
経
営
側
の
解
雇
計
画
に

抗
し
、
ま
た
資
本
家
の
利
益
を

擁
護
す
る
政
府
と
も
た
た
か
っ

て
い
る
の
だ
。

　

私
達
が
こ
う
し
た
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
徐
々
に
若
者
が

ピ
ケ
の
テ
ン
ト
に
集
ま
っ
て
き

た
。
寡
黙
で
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
労
働
者
と
は
対
照
的
な
、

明
る
く
元
気
な
若
者
達
だ
。
私

達
、
日
本
か
ら
の
訪
問
者
が
珍

し
か
っ
た
の
か
、
向
こ
う
か
ら

積
極
的
に
話
し
は
じ
め
、
そ
の

ま
ま
交
流
会
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

話
し
を
聞
く
と
、
彼
ら
は
学

生
で
、
ピ
ケ
の
支
援
に
来
た
の

だ
と
い
う
。
激
し
い
雨
が
降
り

し
き
る
中
、
10
名
ほ
ど
の
若
者

が
、
し
か
も
学
制
が
日
本
と
は

違
う
た
め
、
17
歳
と
い
う
若
者

ま
で
が
ピ
ケ
に
足
を
運
び
、
そ

の
ま
ま
一
夜
を
労
働
者
と
と
も

に
過
ご
す
の
だ
と
い
う
。
あ
ま

り
に
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
騒
ぐ
元
気

す
ぎ
る
学
生
達
で
、
厳
し
い
状

況
下
で
深
刻
に
現
状
を
語
る
労

働
者
と
比
較
す
る
と
と
て
も
信

じ
ら
れ
ず
、「
本
当
に
？
」
と

聞
く
と
む
し
ろ
そ
ん
な
質
問
が

不
思
議
か
の
よ
う
に
、「
そ
う

だ
よ
」
と
答
え
る
。
ど
う
や
ら

本
気
ら
し
い
。

　

労
働
者
の
た
た
か
い
に
学

生
が
支
援
・
連
帯
す
る
！　

こ

の
運
動
で
は
も
っ
と
も
原
則
的

な
た
た
か
い
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
お

り
、
し
か
も
こ
ん
な
に
元
気
だ

と
は
‥
。
正
直
、
色
ん
な
意
味

で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
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�
�
�
部
品

と
の
団
欒
が
奪
わ
れ
る
ば
か
り

か
組
合
の
会
議
・
学
習
が
ま
ま

な
ら
な
い
の
で
、
実
質
的
な
組

合
つ
ぶ
し
が
行
わ
れ
て
い
る
に

等
し
い
。

　

こ
の
地
区
で
の
最
低
賃
金
は

２
３
７
ペ
ソ
と
マ
ニ
ラ
と
比
べ

れ
ば
50
ペ
ソ
近
く
も
低
い
。
し

か
し
、
労
働
組
合
を
作
り
労

使
交
渉
を
行
え
ば
、
３
０
０

ペ
ソ
ぐ
ら
い
に
ま
で
賃
金
が
上

が
り
、
医
療
保
険
に
も
入
る
こ

と
が
出
来
る
。
組
合
設
立
・
活

動
は
労
働
者
に
と
っ
て
深
刻
な

問
題
で
あ
り
、
し
か
し
、
資
本

に
と
っ
て
は
厄
介
モ
ノ
以
外
の

何
物
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
ラ

グ
ナ
・
テ
ク
ノ
工
業
団
地
に

は
組
合
の
あ
る
企
業
は
13
し
か

な
く
、
89
も
の
組
合
の
な
い
企

業
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ

ど
、
組
合
を
作
り
、
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
だ
と
い
う
こ

と
だ
。
Ｃ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
は
、
こ
う

し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
契

約
労
働
者
も
含
め
て
組
織
化
を

行
う
た
め
の
場
所
な
の
だ
。

　
「
マ
ス
ダ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
ズ

で
は
露
骨
な
組
合
つ
ぶ
し
が
行

わ
れ
て
い
る
」
と
労
働
者
は
語

る
。「
団
結
し
た
労
働
者
の
鎖
」

と
命
名
さ
れ
た
組
合
は
、
い
っ

た
ん
は
雇
用
局
か
ら
認
め
ら
れ

た
も
の
の
、
そ
れ
か
ら
２
週
間

足
ら
ず
で
会
社
側
か
ら
の
認
可

取
り
消
し
要
請
に
よ
っ
て
、
組

合
と
し
て
の
認
可
を
取
り
消
さ

れ
た
。

　

労
働
者
は
抗
議
の
た
め
に

雇
用
局
の
地
方
事
務
所
前
で

ピ
ケ
を
張
っ
た
が
、
今
度
は

そ
れ
を
理
由
に
組
合
役
員
が

会
社
側
か
ら
解
雇
さ
れ
た
。
次

に
、
組
合
は
昼
休
み
に
ノ
イ

ズ
・
バ
ラ
ッ
ジ
と
言
わ
れ
る
大

声
で
騒
ぎ
た
て
る
抗
議
を
行
っ

た
が
、
そ
れ
を
理
由
に
74
名
が

解
雇
さ
れ
た
。
会
社
側
は
そ
の

後
、
６
０
０
人
の
契
約
社
員
を

雇
い
入
れ
た
と
い
う
。

　

現
在
は
、
抗
議
に
よ
っ
て
雇

用
局
が
74
人
の
解
雇
を
取
り
消

す
よ
う
に
勧
告
し
た
が
、
会
社

側
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
、
と

の
こ
と
だ
。

　

新
た
に
雇
わ
れ
た
契
約
労

働
者
の
状
況
も
過
酷
で
、
今
年

の
７
月
２
日
に
は
残
業
続
き
の

上
に
28
時
間
労
働
の
重
労
働
を

担
わ
さ
れ
た
契
約
労
働
者
が
過

労
死
し
た
と
い
う
事
件
も
あ
っ

た
。
し
か
も
、
会
社
側
は
そ
の

労
働
者
が
社
内
で
倒
れ
た
時
、

問
題
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て

す
ぐ
さ
ま
病
院
に
連
れ
て
行
か

ず
、
自
然
回
復
さ
せ
よ
う
と
し

た
結
果
と
し
て
、
労
働
者
を
殺

し
た
の
だ
。
契
約
労
働
者
な
の

で
補
償
も
な
く
、
申
し
立
て
す

る
手
段
も
な
い
と
い
う
の
だ
。

　

Ｔ
Ｓ
テ
ッ
ク
で
は
、
組
合

を
設
立
し
た
ら
、
経
営
者
が
会

社
を
Ｔ
Ｓ
テ
ッ
ク
と
Ｔ
Ｓ
ス
ト

リ
ー
ム
に
分
割
し
、
Ｔ
Ｓ
テ
ッ

ク
を
操
業
停
止
に
し
た
上
で

Ｔ
Ｓ
ス
ト
リ
ー
ム
に
操
業
を
移

行
。
結
果
、
組
合
が
出
来
て
も

ス
ト
リ
ー
ム
に
は
な
い
の
で
、

組
合
は
認
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
。Ｔ
Ｓ
テ
ッ
ク
の
労
働
者
は
、

経
営
側
は
い
つ
も
「
組
合
を

作
っ
た
ら
操
業
を
や
め
る
」
と

言
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。
こ
の

手
法
も
ま
た
、
組
合
つ
ぶ
し
の

方
法
の
一
つ
だ
と
い
う
。

　

労
働
者
を
日
本
に
送
る
「
研

修
員
制
度
」
も
組
合
つ
ぶ
し

の
手
法
の
一
つ
だ
と
い
う
。
積

極
的
に
組
合
活
動
に
参
加
し
て

い
る
労
働
者
を
日
本
に
送
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
の
組
合
活

動
を
妨
害
す
る
目
的
で
行
な
わ

れ
て
い
る
、
の
だ
と
。
こ
の
研

修
は
ま
た
、仕
事
の
「
優
秀
な
」

＝
資
本
に
従
順
な
労
働
者
を
組

合
活
動
か
ら
隔
離
し
、
労
働
者

を
団
結
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
労
働
者
は
、「
日
本
に
研

修
に
行
っ
た
際
、
ど
の
よ
う
な

労
働
者
の
権
利
が
あ
る
の
か
わ

か
ら
ず
、
い
い
よ
う
に
さ
れ
て

し
ま
う
。」
と
そ
の
悪
辣
な
や

り
方
を
語
っ
た
。

　

Ｃ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
で
の
レ
ク

チ
ャ
ー
、
交
流
の
後
、
私
達
は

３
ヶ
所
の
ピ
ケ
を
訪
問
し
た
。

　

最
初
に
赴
い
た
の
は
、
メ
リ

ジ
ャ
ン
工
業
団
地
に
あ
る
サ
ウ

テ
ッ
ク
だ
。
工
業
団
地
入
り
口

で
は
サ
ウ
テ
ッ
ク
の
ピ
ケ
が
張

ら
れ
て
い
た
。
サ
ウ
テ
ッ
ク
は

資
本
こ
そ
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
が
、

こ
こ
で
製
造
さ
れ
た
部
品
が
ト

ヨ
タ
や
ス
ズ
キ
と
い
っ
た
日
本

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
納
入
さ
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カーパーツの労働者と記念写真

れ
て
お
り
、
決
し
て
日
本
と
無

関
係
の
資
本
で
は
な
い
。
労
働

者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
サ
ウ
テ
ッ

ク
で
は
工
場
の
移
転
に
伴
い

組
合
員
の
全
て
、
１
０
０
人
以

上
が
解
雇
さ
れ
、
そ
れ
に
抗
議

の
ピ
ケ
が
張
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

私
達
は
ま
た
、
メ
リ
ジ
ャ

ン
工
業
団
地
内
に
あ
る
別
の
企

業
で
働
く
契
約
労
働
者
か
ら
も

話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
彼

は
韓
国
系
の
企
業
で
技
師
と
し

て
働
い
て
お
り
、
そ
の
日
給
は

１
日
２
０
０
ペ
ソ
（
初
任
給
は

１
８
０
）、
な
ん
と
最
低
賃
金

以
下
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
１

日
の
交
通
費
が
１
０
０
ペ
ソ
ほ

ど
か
か
る
た
め
、
手
元
に
残
る

の
は
１
０
０
ペ
ソ
し
か
な
い
。

彼
は
「
せ
め
て
最
賃
ぐ
ら
い
は

欲
し
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
特

別
輸
出
加
工
区
と
い
う
地
域

が
、
い
か
に
無
法
地
帯
で
労
働

者
の
血
を
す
す
り
取
る
場
所
か

と
い
う
こ
と
が
良
く
わ
か
る
。

　

次
に
私
達
は
日
産
フ
ィ
リ

ピ
ン
工
場
前
で
の
ピ
ケ
を
訪
れ

た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
日
は

ピ
ケ
に
参
加
し
て
い
る
労
働
者

達
が
マ
ニ
ラ
で
の
会
議
に
出
席

し
て
い
た
た
め
、
ピ
ケ
に
は
誰

も
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
。
同
行
し
て
く
れ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ

こ
の
ピ
ケ
は
10
月
１
日
で
ま
る

３
年
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
長
い

年
月
の
中
で
、
再
就
職
し
て
ピ

ケ
を
辞
め
て
い
く
労
働
者
も
い

る
が
、
こ
の
ピ
ケ
か
ら
フ
ル
タ

イ
ム
の
活
動
家
に
な
っ
た
労
働

者
も
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

最
後
に
私
達
は
カ
ー
パ
ー
ツ

の
ピ
ケ
を
訪
れ
た
。
カ
ー
パ
ー

ツ
も
サ
ウ
テ
ッ
ク
と
同
様
、
日

本
の
自
動
車
企
業
に
部
品
を
納

入
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
資
本

だ
。
こ
こ
で
は
違
法
な
工
場
閉

鎖
が
強
行
さ
れ
、
１
４
０
人
が

解
雇
さ
れ
た
と
い
う
。
会
社
側

は
補
償
金
と
し
て
勤
務
１
年
に

つ
き
15
日
分
の
給
料
を
払
う
と

し
、
65
人
が
そ
れ
を
受
け
取
っ

た
も
の
の
、
75
人
が
復
職
を

求
め
て
８
月
２
日
か
ら
ピ
ケ
に

立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
。
工
場

の
中
を
チ
ラ
リ
と
見
る
と
、
４

〜
５
人
の
銃
を
携
帯
し
た
ガ
ー

ド
マ
ン
が
、
こ
ち
ら
の
様
子
を

窺
っ
て
い
た
。

　

労
働
者
は
「
こ
こ
で
10
年
以

上
勤
め
て
き
た
。
い
ま
さ
ら
転

職
な
ん
て
出
来
な
い
」と
語
り
、

要
求
が
通
る
ま
で
ピ
ケ
を
貫
き

通
す
覚
悟
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

私
達
が
訪
れ
た
と
き
、
こ
の

ピ
ケ
で
の
リ
ー
ダ
ー
が
雇
用
局

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
向
い
て
い

た
た
め
不
在
で
あ
っ
た
。
仕
方

な
く
、
労
働
者
か
ら
一
通
り
の

状
況
を
聞
い
て
帰
ろ
う
と
し
た

ら
、「
リ
ー
ダ
ー
が
帰
る
ま
で

飯
食
っ
て
待
っ
て
て
」
と
言
わ

れ
る
。
さ
す
が
に
ピ
ケ
で
の
貴

重
な
食
料
を
い
た
だ
く
わ
け
に

は
い
か
な
い
、
と
思
い
帰
ろ
う

と
し
た
が
、「
い
ー
か
ら
い
ー

か
ら
」
的
な
ノ
リ
で
そ
の
ま
ま

そ
の
場
で
夕
食
を
取
り
な
が
ら

の
交
流
に
な
っ
た
。

　

交
流
で
は
様
々
な
話
を
聞
く

こ
と
が
出
来
た
。
ピ
ケ
の
前
を

通
り
か
か
る
人
が
カ
ン
パ
し
て

く
れ
た
り
、
近
く
の
農
家
か
ら

米
の
支
援
を
得
た
り
し
て
い
る

と
か
、
そ
う
し
た
ピ
ケ
の
状
況

説
明
か
ら
、
労
働
者
の
た
た
か

う
意
味
に
つ
い
て
な
ど
。
あ
る

若
い
労
働
者
は
、「
私
た
ち
労

働
者
が
都
市
部
で
た
た
か
い
、

そ
し
て
ゲ
リ
ラ
勢
力
が
農
村
部

で
た
た
か
う
こ
と
で
、
社
会
を

変
え
る
、
革
命
を
可
能
に
す
る

ん
だ
！
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ

た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、リ
ー
ダ
ー
が
戻
っ
て
き
た
。

ピ
ケ
に
参
加
し
て
い
る
労
働

者
の
中
で
は
か
な
り
恰
幅
の
あ

る
人
物
だ
。「
オ
ヤ
ビ
ン
っ
！
」

と
い
う
感
じ
。
状
況
に
つ
い
て

は
他
の
労
働
者
か
ら
話
を
聞
い

て
い
た
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
は

軽
い
挨
拶
を
交
わ
し
、
ツ
ア
ー

団
か
ら
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
る
。
す
る
と
労
働
者
か
ら

「
何
か
歌
を
う
た
っ
て
く
れ
」

と
の
要
求
が
き
た
。
別
に
何
も

用
意
し
て
な
か
っ
た
の
で
、
何

と
な
く
そ
の
場
で
「
翼
を
く
だ
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た
た
か
う
労
働
者
は
カ
ッ

コ
イ
イ
と
思
う
。
キ
ム
タ

ク
や
ペ
様
な
ん
て
足
下
に

も
及
ば
な
い
。
見
た
目
は
単

な
る
お
っ
さ
ん
達
だ
が
、
信

念
を
貫
い
て
た
た
か
う
お
っ

さ
ん
達
の
目
は
熱
く
燃
え
て

い
る
。
そ
う
し
た
お
っ
さ
ん

達
が
大
き
な
声
で
シ
ュ
プ
レ

ヒ
・
コ
ー
ル
を
あ
げ
、「
俺

達
は
絶
対
に
負
け
な
い
！
」

と
ば
か
り
に
気
合
を
入
れ
て

い
る
姿
に
は
、
心
底
か
ら
身

震
い
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
ん
な
適

当
な
こ
と
を
言
っ
て
い
て

も
し
ょ
う
が
な
い
。
彼
ら
の

困
窮
状
況
は
、
多
国
籍
資
本

や
そ
の
傘
下
の
資
本
に
よ
る

激
烈
な
収
奪
に
そ
の
原
因
が

あ
り
、
日
本
の
私
達
は
そ
の

収
奪
に
よ
る
富
の
蓄
積
の
上

で
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
よ

う
な
状
況
な
の
だ
か
ら
。
い

く
ら
日
本
が
不
況
で
苦
し
い

状
況
だ
、
と
言
っ
て
も
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
比
べ
る
ま
で
も
な

い
。
む
し
ろ
、
日
本
の
不
況

が
「
こ
の
程
度
」（
自
殺
者

が
３
万
人
を
越
す
、
と
い
う

状
況
だ
が
）
に
済
ん
で
い
る

の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け

る
収
奪
の
強
化
が
あ
る
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
背
景

の
な
か
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

労
働
者
は
立
ち
上
が
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
。

　

Ｃ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
で
は
激
布
の

交
換
を
し
た
。
Ｃ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

か
ら
受
け
取
っ
た
激
布
に
は

「
万
国
の
労
働
者
よ
、
団
結

せ
よ
！
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス

の
、
労
働
運
動
の
「
古
典
的

な
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
力
強
く

書
か
れ
て
い
た
。
熱
く
革
命

を
語
っ
た
若
き
労
働
者
を
思

い
出
す
。

　

日
本
の
人
は
言
う
か
も
し

れ
な
い
。「
日
本
の
30
年
前

の
状
況
だ
ね
」と
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
30
年
後
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
違
う
状
況
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
？　

日
本
の

よ
う
に
経
済
的
に
成
長
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
？　

私
が
見

て
き
た
限
り
、
そ
の
可
能
性

は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
。

確
か
に
、
マ
ニ
ラ
中
心
部
は

都
市
化
さ
れ
、
ま
た
経
済
力

も
数
字
的
に
見
れ
ば
漸
次
的

に
上
昇
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
何

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を

抜
き
に
語
る
こ
と
は
出
来
な

い
。農
民
の
生
活
を
破
壊
し
、

先
住
民
族
の
生
活
を
破
壊

し
、
そ
う
し
て
形
成
さ
れ
る

圧
倒
的
な
貧
困
層
と
し
て
の

労
働
者
。
こ
う
し
た
労
働
者

を
、
多
国
籍
資
本
が
特
別
輸

出
加
工
区
と
い
う「
エ
サ
場
」

を
利
用
し
て
、
収
奪
し
続
け

て
い
る
。
何
よ
り
も
、
富
の

蓄
積
－
収
奪
の
関
係
が
変
わ

ら
な
い
限
り
、
収
奪
さ
れ
る

側
が
発
展
す
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
あ
り
得
な
い
話
だ
。「
資

本
主
義
が
世
界
を
豊
か
に
す

る
」、
な
ん
て
百
年
前
に
も

言
わ
れ
て
い
た
。
百
年
も
騙

さ
れ
れ
ば
も
う
十
分
だ
。
豊

か
に
な
っ
た
の
は
世
界
人
口

の
２
割
だ
け
で
あ
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
貧
困

の
拡
大
を
促
進
す
る
」
と

い
う
言
葉
の
実
体
が
こ
こ

に
あ
る
。
そ
れ
で
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
状
況
は
い
か
に
し
て

変
え
ら
れ
る
の
か
？　

フ
ィ

リ
ピ
ン
の
労
働
者
の
た
た
か

い
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
？

　

そ
う
で
は
な
い
。
Ｃ
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｄ
か
ら
託
さ
れ
た
激
布
の

意
味
は
、
日
本
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
変
わ

ら
な
い
、
と
い
う
意
味
に
他

な
ら
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

労
働
者
と
国
境
を
越
え
て
団

結
す
る
日
本
の
労
働
者
を
求

め
る
、
と
い
う
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。「
日
本
の
豊
か
さ
」

の
根
本
に
あ
る
、
労
働
者
た

ち
の
悲
痛
な
よ
び
か
け
に
、

日
本
の
労
働
者
が
い
か
に
応

え
る
か
、
こ
の
困
難
な
課
題

に
日
本
の
労
働
者
は
直
面
し

て
い
る
し
、
応
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
ツ

ア
ー
を
終
え
た
私
の
胸
に
去

来
し
た
。（
Ｃ
Ｈ
Ｏ
‐
Ｎ
Ｏ
）

さ
い
」
を
熱
唱
し
た
。
歌
い
終

わ
り
、
労
働
者
か
ら
拍
手
を
受

け
て
い
る
と
、
そ
の
拍
手
が
終

わ
ら
な
い
う
ち
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

流
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
・
コ
ー
ル
が

突
如
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
文
章

で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
が
、

と
に
か
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
・
コ
ー
ル
は
カ
ッ
コ
イ

イ
の
だ
！　

残
念
な
が
ら
、
現

地
の
言
葉
な
の
で
何
を
言
っ
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

で
も
熱
気
が
こ
も
り
相
当
か
っ

こ
い
い
。
最
後
に
、
労
働
者
た

ち
と
熱
い
握
手
を
交
わ
し
、
私

た
ち
は
帰
路
に
つ
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
！
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私
の
心
に
残
っ
た
の
は
パ
ヤ

タ
ス
の
ゴ
ミ
山
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
ゴ
ミ
の
中
か
ら
金

目
の
も
の
を
拾
っ
て
生
活
し
て

い
る
人
が
い
る
。
彼
ら
は
土
地

の
所
有
権
を
も
た
な
い
た
め
に

不
法
占
拠
者
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
職
業
訓
練
な
ど
が
な
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
ま
と
も
な
仕

事
に
就
け
ず
、
ま
た
、
ゴ
ミ
山

の
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
る
た

め
に
健
康
面
で
も
被
害
が
出
て

い
る
よ
う
だ
。

　

私
は
最
下
層
と
い
わ
れ
る

人
々
の
生
活
状
況
を
垣
間
見

た
。

　

た
く
さ
ん
家
が
立
ち
並
ん
で

い
て
、
家
の
隙
間
の
細
い
道
を

し
ば
ら
く
歩
い
て
い
く
と
、
ゴ

ミ
の
山
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
道
に
も
ゴ
ミ
が
‥
た

く
さ
ん
‥
。
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今
回
、
私
た
ち
は
ツ
ア
ー
期

間
の
う
ち
３
日
間
を
パ
ン
パ
ン

ガ
州
ア
ン
ヘ
レ
ス
で
過
ご
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
目
的

は
約
百
年
間
に
わ
た
っ
て
こ
の

　

基
地
の
撤
去
以
降
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
は
跡
地
を
経
済
特

別
区
域
と
し
て
、
外
国
企
業
の

誘
致
と
観
光
施
設
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
韓
国
や
台
湾
、
ド

イ
ツ
な
ど
の
企
業
と
と
も
に
日

本
企
業
も
進
出
し
て
お
り
、
横

浜
タ
イ
ヤ
の
工
場
が
見
え
ま
し

た
。
ま
た
エ
キ
ス
ポ
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
と
い
う
大
規
模
な
遊
園
地

や
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
、
カ
ジ
ノ
な

ど
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ヘ
レ
ス
市
の
西

部
に
は
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
火
山
が

あ
り
、
１
９
９
１
年
大
規
模
な

噴
火
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の

噴
火
に
よ
っ
て
舞
い
上
が
っ
た

火
山
灰
の
た
め
に
こ
の
年
は
地

球
の
日
照
時
間
が
短
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
大
規
模
な
も

の
で
し
た
。
周
辺
地
域
に
堆
積

し
た
火
山
灰
は
10
ｍ
以
上
に
も

な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
42
万
世

帯
、
１
９
０
万
人
が
避
難
す
る

な
ど
の
影
響
を
う
け
、
９
万
人

が
家
を
失
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
後
何
年
に

ア
ン
ヘ
レ
ス
に
駐
留
し
て
き
た

ア
メ
リ
カ
軍
が
、
こ
の
地
域
の

人
々
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
き
た
の
か
を
知
る
た
め
で

し
た
。

　

ア
ン
ヘ
レ
ス
市
に

は
、
１
９
０
０
年
米
国
の
植

民
地
支
配
開
始
以
降
、
ク
ラ
ー

ク
米
軍
基
地
が
存
在
し
て
き

ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
っ

た
主
要
な
米
軍
基
地
は
、
ア

ジ
ア
最
大
規
模
と
い
わ
れ
た

こ
の
ク
ラ
ー
ク
米
航
空
基
地

と
オ
ロ
ン
ガ
ポ
市
に
あ
る
海
軍

基
地
で
し
た
。
い
ず
れ
の
基
地

も
１
９
９
１
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
上

院
に
よ
る
比
米
基
地
協
定
の
破

棄
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
基
地
�
歴
史
�
現
在

クラーク基地の汚染被害地区
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用語解説

も
わ
た
っ
て
雨
季
に
は
大
規
模

な
泥
流
が
発
生
し
、
周
辺
地
域

を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
た
ち
が
訪
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人
々
も
こ

の
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
火
山
の
噴
火
に

よ
っ
て
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
人
た
ち
で
し
た
。
政
府
・
行

政
は
広
大
な
敷
地
を
も
つ
ク

ラ
ー
ク
基
地
内
に
避
難
所
を
つ

く
り
、
２
万
世
帯
が
こ
こ
で
数

年
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
問
題
は
そ
こ
で
お
こ
り

ま
し
た
。
住
民
の
な
か
で
流
産

や
「
障
害
」
を
持
っ
た
子
ど
も

の
出
産
、
体
調
を
崩
す
も
の
が

あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

基
地
�
�
�
汚
染
�
住
民
被
害
�
実
態

　

実
は
同
じ
こ
ろ
１
９
９
２

年
に
米
国
政
府
の
会
計
検
査
院

（
Ｇ
Ａ
Ｏ
）
が
在
外
米
軍
に
よ

る
環
境
汚
染
の
実
態
報
告
の
な

か
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
駐
留
し

て
い
た
米
軍
が
燃
料
や
化
学
物

質
を
地
面
に
捨
て
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
有
毒
物
質
が
井
戸
水

を
通
し
て
住
民
た
ち
の
体
を
蝕

ん
で
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
数
年
に
わ
た
っ
て
住

民
た
ち
は
そ
こ
に
住
み
つ
づ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
事
態
が
深
刻
と

な
っ
て
か
ら
行
政
は
再
定
住
地

を
用
意
し
、
避
難
民
た
ち
は
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
移
動
し

て
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ー
ク
基
地
で
の
汚
染

被
害
に
つ
い
て
は
、
先
に
あ

げ
た
米
国
会
計
検
査
院
の
報
告

を
は
じ
め
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
な
ど
10
以
上
の
公
的

な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の

調
査
で
も
ク
ラ
ー
ク
基
地
跡
地

の
避
難
所
で
は
、
井
戸
水
を
飲

ん
だ
避
難
民
が
腹
痛
や
皮
膚
疾

患
を
訴
え
、
５
０
０
家
族
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
井
戸
水
の
汚

染
が
原
因
と
思
わ
れ
る
病
気
で

２
０
０
０
年
ま
で
に
76
人
が
死

ん
だ
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
２
０
０
０
年
に
住
民
た

ち
が
米
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

を
相
手
取
っ
て
お
こ
し
た
損
害

賠
償
裁
判
で
原
告
は
「
被
害
は

２
０
０
０
人
以
上
、
約
１
４
０

人
が
死
亡
し
た
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
基
地
跡
地
の
土
壌
調
査

で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
ベ
ン
ゼ

ン
、
ク
ロ
ム
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、

鉛
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
訴
え
ら
れ
て
い
る
障
害
や

症
状
と
こ
れ
ら
の
汚
染
物
質
が

人
体
に
与
え
る
影
響
が
一
致
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
基
地
跡
�
現
状
�
課
題

　

住
民
が
起
こ
し
た
訴
訟
は

２
０
０
１
年
に
棄
却
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ま
に
い
た
る
ま
で
米

国
政
府
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
も

何
の
補
償
も
行
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で

す
。
こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

米
国
政
府
の
主
張
は
「
比
米

基
地
協
定
に
は
米
軍
に
汚
染
除

去
の
費
用
負
担
の
責
任
を
規
定

し
た
条
項
が
な
い
」
と
い
う
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
実
は
こ
れ
は

韓
国
や
日
本
な
ど
、
米
国
が
取

り
結
ん
で
い
る
す
べ
て
の
軍
事

協
定
に
共
通
す
る
問
題
で
す
。

さ
ら
に
問
題
な
の
は
「
環
境
上

の
人
種
差
別
」
と
も
指
摘
さ
れ

る
米
国
政
府
の
差
別
的
な
対
応

で
す
。
ド
イ
ツ
や
カ
ナ
ダ
、
イ

タ
リ
ア
、
日
本
な
ど
に
駐
留
す

る
米
軍
は
不
十
分
な
が
ら
も
有

害
廃
棄
物
汚
染
除
去
作
業
の
た

め
に
予
算
支
出
を
し
て
い
る
の

【アスベスト】 繊維状鉱物の総称。

防火 ・ 保温、 電気の絶縁物などに用

いる。 吸い込むと肺癌の原因となる。

【ベンゼン】芳香のある無色揮発性の液体。 医薬・染料・

香料 ・ 爆薬などの合成原料。 蒸気を吸入すると有害。

【クロム】 耐食性が強く、 めっき用 ・ 合金材料として用

いられる。 皮膚 ・ 呼吸器粘膜の腐蝕 ・ 潰瘍などの障害

であるクロム中毒を引きおこす。

【ダイオキシン】毒性が強く分解されにくい化合物。 皮膚・

内臓障害を起こし、 催奇形性 ・ 発癌性があるものが少な

くない。 都市のごみ焼却の灰、 製紙の汚泥、 自動車の

排ガス中に見出される。

【鉛】 鉛とその化合物の中毒による健康被害である鉛害を

引きおこす。

【ＰＣＢ】 絶縁油 ・ 熱媒体 ・ 可塑剤などに広く用いられた

が、 毒性および化学的安定性による人体蓄積 ・ 廃棄処理

難のため、 日本では１９７２年から製造 ・ 使用禁止。

【トリクロロエチレン】 無色でクロロホルム臭がある。 不

燃性で有毒。 ドライクリーニングや半導体工場での洗浄に

用いられる。

汚染地域に残る井戸
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コ ミ ュ ニ テ ィ ー で お 話 を 伺 い ま し た
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�
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�
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�
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�
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�
母
�
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�
�
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�
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生
�
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地
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�
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�
�
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染
物
質

�
影
響
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�
子
�
�
�
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�
�

�
控
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�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
妊
娠
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死

産
�
�
経
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�
�
�
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�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
病
院
�
�
�

�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�

費
用
�
高
�
�

�
�
�
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�
�
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�
�
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�
�
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�
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�
�
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�
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
し
て
は

そ
れ
が
全
く
支
払
わ
れ
て
お
ら

ず
、
米
軍
の
予
算
リ
ス
ト
に
名

前
す
ら
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の

で
す
。
ま
さ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

植
民
地
と
し
か
見
て
い
な
い
米

国
の
態
度
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
の
対
応
で
す
。
被
害
住
民
に

な
ん
の
補
償
も
し
な
い
フ
ィ
リ

ピ
ン
政
府
は
、
し
か
し
こ
の
広

大
な
ク
ラ
ー
ク
基
地
の
全
体
を

整
備
す
る
た
め
に
大
規
模
な
予

算
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
も
カ
ジ
ノ
も
、
そ
し

て
誘
致
さ
れ
る
外
国
企
業
も
、

ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
火
山
に
よ
っ
て
住

居
と
職
を
失
っ
た
人
々
に
は
無

縁
の
存
在
で
す
。
こ
ん
な
理
不

尽
な
こ
と
が
何
故
お
こ
っ
て
い

る
の
か
？

　

そ
の
問
い
が
強
く
思
い
う
か

ん
で
く
る
ご
と
に
、「
だ
か
ら

こ
そ
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
を
変
え

な
く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
」
と

い
う
学
生
た
ち
の
話
が
ま
た
強

く
胸
に
刻
ま
れ
る
思
い
が
し
ま

し
た
。（
Ｄ
・
Ｋ
）
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�
�
�
�
教
徒
�
�
�
�
�
�
�
�
訪
問
記

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
一
般
的
に

「
キ
リ
ス
ト
教
国
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
、
ビ
サ
ヤ
諸
島
に
は
ム
ス
リ

ム
も
多
く
住
ん
で
い
る
。
９
月

７
日
、
私
た
ち
は
マ
ニ
ラ
市
内

に
あ
る
ム
ス
リ
ム
の
居
住
地
区

へ
行
き
、
モ
ス
ク
で
話
を
聞
く

こ
と
が
出
来
た
。

　

９
・
11
事
件
が
あ
っ
て
以

来
、
世
界
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒

は
非
難
の
目
で
見
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
例
外
で
は
な

い
の
だ
。

　

例
え
ば
、
モ
ス
ク
の
司
祭
の

話
で
は
、
就
職
す
る
と
き
に
は

イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
と
い
う
だ
け

で
不
採
用
に
さ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
イ
ス
ラ
ム
系
の
自
分
の
名

前
を
西
洋
風
に
変
え
て
就
職
活

動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
。
ま
た
、
パ
ン
パ
ン
ガ

で
出
会
っ
た
モ
ロ
（
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
の
ム
ス
リ
ム
の
諸
民
族
）

青
年
同
盟
の
人
は
、
殺
人
事
件

が
起
き
た
と
き
犯
人
が
ム
ス
リ

ム
だ
っ
た
場
合
は
、
メ
デ
ィ
ア

で
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
殺
し
た

（
個
人
名
だ
け
で
な
く
）」
と
報

道
さ
れ
る
と
話
し
た
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
ど
う
思

う
か
。」と
い
う
質
問
に
は
、「
悪

い
の
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な

く
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
仕
方

だ
か
ら
、
誰
が
ど
の
宗
教
を
信

じ
る
か
と
い
う
の
も
そ
の
人
の

自
由
だ
と
思
う
。」
と
答
え
た
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教

徒
が
敵
対
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
だ
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
も
イ
ス

ラ
ム
教
の
信
仰
を
認
め
て
い
る

が
、
大
学
の
手
続
き
に
手
間
が

か
か
る
な
ど
彼
ら
へ
の
偏
見
は

ま
だ
あ
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
モ

ロ
の
人
々
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
の
独
立
を
願
っ
て
い
る
と
い

う
。
政
府
軍
と
争
っ
て
い
る
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｆ
（
モ
ロ
イ
ス
ラ
ム
解
放

戦
線
）
は
テ
ロ
リ
ス
ト
と
認
識

を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
彼

ら
は
自
分
た
ち
の
自
由
と
独
立

の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
日
本
の
一
部
の
メ
デ
ィ

ア
で
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
が
テ
ロ
リ
ス
ト

だ
と
紹
介
さ
れ
た
事
実
を
聞
く

と
、
彼
は
シ
ョ
ッ
ク
と
怒
り
を

感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
メ
デ
ィ

ア
の
情
報
が
す
べ
て
正
し
い
わ

け
で
は
な
い
の
だ
。

　

こ
の
話
を
聞
く
と
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
少
数
派
の
ム
ス
リ
ム
は

暮
ら
し
づ
ら
く
な
り
、
独
立
を

し
た
い
と
考
え
る
の
も
無
理
は

な
い
。

　

実
は
私
も
彼
ら
と
話
す
前

は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
ど
の

よ
う
な
人
々
な
の
か
と
不
安
に

思
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
は
別
に

排
他
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
こ
れ
自

体
偏
見
な
の
だ
が
）。

　

メ
デ
ィ
ア
を
鵜
呑
み
に
し
て

キ
リ
ス
ト
教
徒
や
イ
ス
ラ
ム
教

徒
を
一
括
り
に
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
個
人
と
し
て
仲
良
く
で

き
れ
ば
戦
争
も
偏
見
も
な
く
な

る
の
だ
ろ
う
。（
Ｍ
・
Ａ
）

マニラ首都圏で２番目に大きなイスラムコミュニティー

‥かなり窮屈な印象
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ツ ア ー 日 常 の フ ォ ト ア ル バ ム
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少
数
民
族
�
�
�
族
�
交
流
�
�

元気いっぱいなアイタ族の女の子

�
�
�
第
�
日
目
�

私
�
�
�
�

�
�
�
�
�
市
郊
外
�
�
�
�
�
�
族
�
�
�
�
�
�
�
�
�
訪
問
�
�
�

�
�
�
彼
�
�
生
活
�
教
育
・
医
療
面
�
�
�
問

題
�
�
�
�
�

村
�
唯
一
�
助
産
婦
�
�
�
�

村
�
観
光
組
織
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
・
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
話
�
聞
�
�
�

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
マ
レ
ー
系

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
民
族

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
複
合
社

会
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
ア
イ
タ
族
は
、
マ

レ
ー
系
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
比

べ
る
と
背
が
低
く
、
黒
い
肌
と

天
然
パ
ー
マ
の
か
か
っ
た
髪
を

持
つ
、
ネ
グ
リ
ー
ト
系
の
民
族

で
あ
る
。
元
々
は
ル
ソ
ン
島
西

部
の
ピ
ナ
ツ
ボ
山
麓
周
辺
の
山

岳
地
帯
に
多
く
生
活
し
て
い
た

が
、
91
年
の
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴

火
後
は
、
町
の
近
く
に
村
ご
と

引
っ
越
し
た
ケ
ー
ス
も
多
い
ら

し
い
。

　

今
回
私
た
ち
が
訪
問
し
た
村

は
、
ア
イ
タ
族
の
う
ち
マ
ガ
ン

ジ
ャ
種
族
の
村
だ
っ
た
が
、
比

較
的
町
に
近
く
、
電
気
も
通
っ

て
い
た
。

　

彼
ら
は
、
独
自
の
宗
教
と
言

語
を
持
つ
が
、
現
在
で
は
、
パ

ン
パ
ン
ガ
地
域
の
主
要
言
語
で

村
民
�
生
活
手
段

村
�
抱
�
�
問
題

た
な
か
っ
た
。
死
亡
者
は
出
な

か
っ
た
も
の
の
、
身
体
に
障
害

を
負
っ
た
人
も
い
る
ら
し
く
、

基
地
の
影
響
が
０
で
あ
っ
た
と

は
言
い
切
れ
な
い
。

　

村
の
抱
え
る
問
題
と
し
て
、

ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が

教
育
の
問
題
で
あ
る
。

　

現
在
、
村
に
は
小
学
校
し
か

な
く
、
教
師
も
２
人
し
か
い
な

い
。
政
府
の
支
援
で
一
応
す
べ

て
の
子
供
が
学
校
に
通
う
こ
と

が
で
き
て
い
る
も
の
の
、
３
学

年
に
１
人
の
教
師
と
い
う
の
は

あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
。

　

ま
た
、
高
校
が
村
に
な
い
の

で
、
通
学
す
る
に
は
近
く
の
町

か
マ
ニ
ラ
市
内
に
行
か
ね
ば
な

ら
ず
、
そ
の
経
済
的
負
担
の
た

　

村
の
人
口
は
、
約
40
世
帯

（
91
年
以
前
）
で
あ
る
。
村
の

人
々
は
イ
モ
な
ど
の
農
作
物
の

販
売
、
内
職
や
観
光
業
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
現
金
収
入
を
得

て
い
る
。
基
本
的
に
食
料
は
自

給
自
足
だ
が
、
電
気
代
や
生
活

用
品
購
入
の
た
め
、
現
金
収
入

は
必
要
ら
し
い
。

　

と
く
に
観
光
業
で
は
、
91
年

の
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴
火
後
、
そ

の
噴
火
口
ま
で
観
光
客
を
案

内
す
る
と
い
う
ガ
イ
ド
の
仕
事

が
主
な
も
の
で
あ
る
。
噴
火
に

よ
っ
て
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
知
名

度
が
上
が
っ
た
こ
と
と
、
国
の

指
導
が
入
っ
た
こ
と
で
村
の
重

要
な
産
業
に
な
っ
て
い
る
。
１

回
の
ガ
イ
ド
に
つ
き
約
３
０
０

ペ
ソ
の
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い

う
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ー
ク
基
地
が
返

還
さ
れ
る
前
は
、
村
に
米
軍
の

射
撃
訓
練
場
が
あ
っ
た
。
そ
こ

に
は
米
兵
が
常
に
駐
留
し
、
住

民
が
米
軍
か
ら
直
接
危
害
を
加

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
絶
え
ず
聞
こ
え
る
銃
声

に
よ
り
精
神
的
苦
痛
を
強
い
ら

れ
て
い
た
。

　

当
時
、
人
々
は
銃
弾
の
破
片

を
拾
い
、
そ
れ
を
換
金
す
る
こ

と
で
収
入
を
得
て
い
た
が
、
不

発
弾
の
爆
発
事
故
や
、
誤
射
に

よ
っ
て
負
傷
す
る
人
も
後
を
絶

あ
る
パ
ン
パ
ン
ガ
語
に
よ
り
近

い
も
の
に
変
化
し
て
き
た
と
い

う
。
村
に
は
教
会
が
あ
る
が
、

ア
ポ
＝
マ
ニ
ア
リ
と
い
う
神
を

た
た
え
る
独
自
の
精
霊
信
仰
が

今
も
存
在
し
て
い
る
ら
し
い
。
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木のテーブルにバナナの葉っぱを敷きつめ、 食事タイム

道中、 道が割れてて車が通れず‥、 歩いて着いたコミュニティ

みんな歌を歌

うのが好き。

み ん な で 何

か歌ってくれ

た。

わたしたちは

か え る の 歌

を歌ってみた

（笑）。

畑
を
破
壊
し
た
り
す
る
こ
と
が

少
な
く
と
も
今
年
に
入
っ
て
１

回
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

川
の
近
く
で
遊
ん
で
い
た
子

供
た
ち
に
「
国
軍
の
こ
と
を
ど

う
思
う
？
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

み
ん
な
が
黙
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
国
軍
が
村
の

住
民
に
与
え
る
恐
怖
は
相
当
な

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
60
以
上
も

の
少
数
民
族
を
抱
え
る
複
合
社

会
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
肌
の
色

な
ど
の
外
観
か
ら
差
別
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
政
策
的
に
差
別

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　

例
え
ば
、
先
住
民
居
住
地

区
で
鉱
山
資
源
が
発
見
さ
れ
る

と
、
そ
こ
が
彼
ら
の
先
祖
代
々

暮
ら
し
て
い
た
土
地
で
あ
ろ
う

と
も
、
政
府
に
よ
っ
て
強
制
立

ち
退
き
を
迫
ら
れ
た
り
す
る
。

ま
た
、
ダ
ム
工
事
に
よ
っ
て
土

地
を
失
い
、
町
に
出
て
厳
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
る
人
々
も
多

い
。

　

彼
ら
が
先
祖
代
々
住
む
土
地

を
守
り
、
先
住
民
の
権
利
を
守

る
活
動
を
し
て
い
る
の
が
、
Ｋ

Ａ
Ｍ
Ｐ
（
全
国
先
住
民
権
利
運

動
）
で
あ
る
。
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
各

地
の
村
で
組
織
さ
れ
た
先
住
民

の
権
利
運
動
の
連
合
組
織
で
、

都
市
に
出
て
き
た
先
住
民
た
ち

が
彼
ら
の
も
と
い
た
土
地
に
帰

る
の
を
支
援
し
、
彼
ら
が
自
分

た
ち
の
土
地
で
独
自
の
文
化
を

持
ち
続
け
る
こ
と
を
支
援
し
て

い
る
。

　

今
回
、
ア
イ
タ
族
の
村
を

訪
問
し
た
と
き
、
私
た
ち
と

同
行
し
た
学
生
グ
ル
ー
プ
の
中

に
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｐ
の
青
年
団
体
で

あ
る
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
（
少
数

民
族
の
権
利
を
支
援
す
る
青
年

団
体
）
の
メ
ン
バ
ー
が
い
た
。

彼
ら
の
話
を
聞
い
て
意
外
に
感

じ
た
こ
と
は
、
先
住
民
の
若
者

た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
文
化
に

誇
り
に
持
ち
欧
米
文
化
に
あ
こ

が
れ
る
こ
と
な
く
先
祖
代
々
の

土
地
を
守
り
続
け
て
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

誇
�
高
�
先
住
民

め
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
子
供
も
多
い
。

　

進
学
で
き
て
も
、
村
の
小
学

校
は
学
習
面
で
町
の
小
学
校
よ

り
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る

こ
と
も
多
い
ら
し
い
。

　

次
に
挙
げ
ら
れ
る
問
題
は
医

療
の
問
題
で
あ
る
。

　

村
に
は
病
院
が
な
く
、
病
気

に
な
る
と
町
の
病
院
ま
で
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
必
要

な
交
通
費
は
村
の
人
々
に
と
っ

て
か
な
り
の
負
担
と
な
る
。

よ
っ
て
、
設
備
の
整
っ
た
病
院

に
行
く
機
会
が
少
な
い
た
め
、

病
院
を
敬
遠
し
て
自
宅
で
出
産

す
る
人
が
多
い
ら
し
い
。
自
宅

で
の
出
産
は
伝
統
的
な
や
り
方

で
行
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
バ
リ
カ
タ
ン
（
米

比
合
同
軍
事
演
習
）
の
村
に
対

す
る
影
響
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
バ
リ
カ
タ
ン
は
村
か
ら
遠
い

場
所
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

村
に
直
接
の
影
響
は
無
い
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｎ

Ｐ
Ａ
な
ど
の
ゲ
リ
ラ
掃
討
作
戦

の
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
が

予
告
な
し
に
村
に
入
っ
て
き
て



 Philippine exposure 2004 30

農 園

14
人
死
亡
�

�
�
�
人
逮
捕
�

数
百
人
行
方
不
明　

�
�
�
�
農
園
�
暴
力
的
�
�
�
�
�
破
壊

from AASJA mail news:  [aasja-info:0067] 14 人死亡、 133 人逮捕、 数百人行方不明

　

11
月
16
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

タ
ル
ラ
ッ
ク
州
の
ル
イ
シ
タ
農

園
で
労
働
者
・
幼
児
14
名
が
警

官
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
る
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

政
府
に
よ
る
重
大
な
国
家
テ
ロ

ル
・
人
権
侵
害
で
あ
る
と
同
時

に
、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
支
配
に

よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
た
ら

さ
れ
た
大
土
地
所
有
制
を
一
掃

し
、
小
作
農
の
解
放
を
求
め
つ

づ
け
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
衆

に
対
す
る
、
買
弁
資
本
家
に
よ

る
大
弾
圧
と
い
う
性
格
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　

以
下
に
、
こ
の
事
件
に
関

す
る
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
掲

載
し
ま
す
。
な
お
こ
の
事
件
に

つ
い
て
は
そ
の
後
、
04
年
11
月

の
末
に
こ
の
虐
殺
事
件
に
つ
い

て
国
会
調
査
委
員
会
で
証
言
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
た
農
民
運

動
リ
ー
ダ
ー
が
自
宅
で
暗
殺
さ

れ
、
ま
た
05
年
１
月
６
日
に
も

２
名
の
労
働
者
が
ピ
ケ
ッ
ト
ラ

イ
ン
で
銃
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
労
働
者
た
ち
は
ピ

ケ
ッ
ト
を
維
持
し
て
お
り
、
中

部
ル
ソ
ン
最
大
と
い
わ
れ
る
こ

の
コ
フ
ァ
ン
コ
家
の
製
糖
工
場

と
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
は
２
ヶ
月
ち

か
く
に
わ
た
っ
て
完
全
に
封
鎖

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
件
に
対
し
私

た
ち
は
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｊ
Ａ
京
都
フ
ィ

リ
ピ
ン
班
を
先
頭
と
し
て
、
ル

イ
シ
タ
農
園
の
労
働
者
へ
激
励

の
寄
せ
書
き
を
つ
く
り
、
現
地

で
手
渡
し
て
き
ま
し
た
。

砂
糖
会
社
�
労
働
争
議
�

死
者
14
人
�

　

タ
ル
ラ
ッ
ク
州
の
砂
糖
精
製

会
社
ハ
シ
エ
ン
ダ
・
ル
イ
シ
タ

の
ス
ト
で
16
日
に
起
き
た
労
働

者
と
警
官
隊
お
よ
び
軍
隊
の
衝

突
に
よ
る
死
者
は
、
子
供
２
人

を
含
む
７
人
の
死
亡
が
新
た
に

確
認
さ
れ
、
合
計
14
人
と
な
っ

た
。

　

２
歳
と
５
歳
の
子
供
２
人

は
、
警
官
隊
お
よ
び
軍
隊
が
デ

モ
隊
を
解
散
さ
せ
る
た
め
使
用

し
た
催
涙
ガ
ス
を
吸
い
込
ん
で

窒
息
死
し
た
。
そ
の
一
方
で
警

察
官
と
国
軍
兵
士
に
負
傷
者
が

続
出
し
て
い
る
。
な
お
、
発
砲

に
よ
る
被
害
者
は
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
事
件
に
つ
い
て
司
法

省
は
17
日
、
事
件
に
関
与
し
た

全
当
事
者
に
刑
事
責
任
が
あ
る

と
指
摘
し
た
。

　

ア
ロ
ヨ
大
統
領
は
、
埋
葬
あ

る
い
は
治
療
費
を
支
援
す
る
た

め
被
害
者
の
特
定
を
関
係
機
関

に
指
示
し
た
。
一
方
、
一
族
が

会
社
を
経
営
す
る
ア
キ
ノ
元
大

統
領
は
17
日
、
被
害
者
の
家
族

に
弔
意
を
表
明
し
た
。サ
ン
ト
・

ト
マ
ス
労
働
雇
用
省
長
官
は
、

労
使
双
方
に
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル

に
戻
る
よ
う
求
め
た
。（
Ｉ
ｎ

ｑ
ｕ
ｉ
ｒ
ｅ
ｒ　

04
年
11
月
18

日
）

�
�
�
元
大
統
領
一
族
�
農
園

�
�
�
�
人
死
亡

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
キ
ノ
元
大

統
領
の
一
族
が
所
有
・
経
営
す

る
ル
ソ
ン
島
中
部
の
砂
糖
農
園

で
、
賃
上
げ
を
要
求
し
て
ス
ト

ラ
イ
キ
中
の
労
働
者
と
軍
・
警

察
部
隊
が
衝
突
、
地
元
メ
デ
ィ

製糖工場に向かう第一ゲートの前で、 激布をもって記念撮影。 １１月１６日の虐

殺が行われたまさにその現場です。

虐殺被害者の青年労働者ジュワンコ・サンチェ

ス氏の遺影。 彼は働きながら大学で勉強し、

キリスト教会関係の活動をしていた。
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弾 圧

04
年
10
月
18
日　

緊
急
行
動
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
銃
殺
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
手
�

世
界
�
本
当
�
姿
�
知
�
�
�

�
�
�
�
�
・
�
�
�
�
�
�
�
�

参
加
者
�
募
集
�
�
�
�
�

from AASJA mail news:  [aasja-info:0062] KMU メンバー、 殺害さる

　

こ
の
夏
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
本
物

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　

Ａ
Ａ
Ｓ
Ｊ
Ａ
で
は
毎
夏
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
全
国
的
学

生
団
体
で
あ
る
Ｌ
Ｆ
Ｓ
と
一
緒
に
、
約
10
日
間
の
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

　

観
光
ツ
ア
ー
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
人
々
の
日
常
の
生
活
に
ふ
れ
る
ツ
ア
ー
で
す
。
そ

れ
は
、
日
本
や
世
界
を
現
実
か
ら
見
つ
め
る
も
の
と
な
る

で
し
ょ
う
。
国
際
化
の
た
め
に
本
当
に
必
要
な
の
は
何
な

の
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
あ
い
な
が

ら
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
「
行
っ
て
み
よ
う
か
な
？
」
と
、
ち
ら
っ
と
で
も
思
っ

た
方
は
、
お
気
軽
に
私
た
ち
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｊ
Ａ
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。

【期間】８月後半

【訪問先の例】

都市貧困地区コミュニティ／日本

企業で働く人たちの労働組合／農

村コミュニティ／フィリピンの大

学／元日本軍「慰安婦」との交流

／ＯＤＡによる開発地域

※主にマニラ首都圏が中心です

【予算】

飛行機代６～７万円（往復）＋現

地滞在費約３万円（食費・宿泊費・

現地移動費込み）

ツ ア ー 概 要

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
労
働
組
合
の
全

国
組
織
Ｋ
Ｍ
Ｕ
か
ら
、
以
下
の

メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

　

04
年
10
月
15
日
午
後
10
時

頃
、
パ
ー
テ
ィ
ー
リ
ス
ト
政
党

ア
ナ
ク
パ
ウ
ィ
ス
（「
苦
闘
す

る
民
衆
」
の
意
）
の
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
バ
ン
デ
ィ
ラ
、
愛
称

サ
ミ
ー
が
何
者
か
の
手
に
よ
っ

て
銃
殺
さ
れ
た
。
ま
た
レ
イ
テ

都
市
水
道
労
働
者
協
会
（
Ｌ
Ｍ

Ｗ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
の
労
働
組
合
リ
ー

ダ
ー
、
ベ
ル
ナ
ー
ド
・
デ
ヴ
ァ

ラ
ス
が
重
傷
を
負
っ
た
。

　
（
中
略
）

　

レ
イ
テ
都
市
水
道
局
に
関
連

す
る
殺
人
事
件
は
今
回
の
バ
ン

デ
ィ
ラ
の
ケ
ー
ス
で
２
件
目
で

あ
る
。
00
年
９
月
３
日
に
は
レ

イ
テ
都
市
水
道
労
働
者
協
会
の

オ
ル
グ
、エ
リ
ア
ザ
ー
ル
・
ジ
ョ

ゼ
フ
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
彼
が
地
元
メ
デ
ィ
ア
に

様
々
な
書
類
を
提
供
し
、
労

働
者
の
窮
状
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
水
道
局
内
の
不
正
常
な
状

態
を
暴
露
し
た
直
後
だ
っ
た
。

　

バ
ン
デ
ィ
ラ
は
長
い
間
、
嫌

が
ら
せ
、
監
視
や
殺
害
の
脅
迫

を
受
け
て
い
た
。
報
告
に
よ
る

と
彼
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
第

八
歩
兵
師
団
の
「
戦
闘
命
令
」

の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
生
前

に
は
携
帯
電
話
に
バ
ヤ
ン
や
ア

ナ
ク
パ
ウ
ィ
ス
な
ど
の
先
進
的

な
大
衆
団
体
へ
の
参
加
に
つ
い

て
の
脅
迫
を
受
け
て
い
た
。

　

一
方
、
Ｋ
Ｍ
Ｕ
は
こ
の
事
件

に
関
連
し
て
グ
ロ
リ
ア
・
マ
カ

パ
ガ
ル
・
ア
ロ
ヨ
大
統
領
に
責

任
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

「
こ
の
事
件
は
、
国
軍
や
純
軍

事
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
労
働
者
へ

の
非
人
道
的
な
人
権
侵
害
状
況

を
な
く
す
、
あ
る
い
は
改
善
す

る
た
め
に
は
、
現
政
権
が
ま
っ

た
く
無
力
で
あ
る
こ
と
を
示

す
新
た
な
事
例
で
す
。
ま
た
ア

ロ
ヨ
政
権
が
政
府
内
の
汚
職
を

な
く
す
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る

こ
と
を
も
明
白
に
示
し
て
い
ま

す
。
フ
ェ
リ
シ
オ
の
よ
う
な
腐

敗
し
た
政
府
の
役
人
を
辞
め
さ

せ
よ
う
と
す
る
労
働
者
の
抗
議

が
、
弾
圧
や
殺
害
を
う
け
て
い

る
の
で
す
か
ら
」
Ｋ
Ｍ
Ｕ
議
長

エ
ル
マ
ー
・
ラ
ボ
ッ
ク
氏
は
そ

う
語
る
。（
以
下
、
略
）

ア
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
労

働
者
７
人
が
死
亡
、
50
人
以
上

が
負
傷
す
る
惨
事
と
な
っ
た
。

ア
ロ
ヨ
大
統
領
は
17
日
、「
労

使
双
方
に
慎
重
で
冷
静
な
対
応

を
求
め
る
」
と
の
声
明
を
発
表

し
た
。【
毎
日
新
聞　

11
月
17

日
22
時
31
分
】
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報告パンフレット

�
�
・
�
�

状
況
は
予
想
は

る
か
に
超
え
て
悪
い
こ
と
を

知
っ
た
。
紙
の
上
で
勉
強
す
る

こ
と
と
、
実
際
に
人
々
に
出
会

う
こ
と
は
衝
撃
が
違
う
。
特
に

モ
ロ
の
学
生
た
ち
に
会
っ
た
時

に
思
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
出

会
っ
た
人
々
は
自
分
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
変
え
よ
う
と
と

て
も
パ
ワ
フ
ル
に
活
動
し
て
い

て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
ツ
ア
ー

の
メ
ン
バ
ー
と
も
真
剣
に
議

論
で
き
た
し
い
い
経
験
に
な
っ

た
。
大
学
や
社
会
で
役
立
て
て

い
き
た
い
。

�
�
・
�
�

匂
い
・
表
情
・

気
迫
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学

べ
た
。
誰
か
が
勇
気
を
出
し
て

行
動
し
始
め
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
だ
と
思
っ
た
。
一
人
が
ま

た
別
の
一
人
と
つ
な
が
り
、
仲

間
が
増
え
て
い
く
ん
だ
と
思
っ

た
。

Ｌ
Ｆ
Ｓ
や
そ
の
他
の
学
生
た
ち

と
交
流
で
き
た
こ
と
が
と
て
も

よ
か
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
の
こ

と
だ
け
で
な
く
貧
し
い
人
の
こ

と
や
社
会
の
こ
と
を
考
え
て
、

活
動
し
て
い
た
。
一
日
一
日
の

活
動
は
と
て
も
地
味
な
も
の
な

の
に
そ
れ
を
続
け
て
い
る
こ
と

を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
る
し
、

日
本
で
自
分
も
実
践
し
た
い
。

�
�
・
�
】
一
つ
一
つ
の
問

題
が
と
て
も
大
変
な
も
の
だ
け

ど
、
長
い
長
い
植
民
地
支
配
の

影
響
が
す
ご
く
大
き
い
と
思
っ

た
。

歴
史
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
国
際
的
な
つ
な
が
り
に
お
け

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
に
す
ご
く

影
響
し
て
い
て
、
今
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
社
会
を
変
え
て
い
く
た
め

に
も
国
際
的
な
つ
な
が
り
が
必

要
な
の
だ
と
強
く
思
っ
た
。

�
�
・
�
�

メ
ン
バ
ー
が
す

ご
く
よ
か
っ
た
あ
☆　

み
ん
な

積
極
的
に
交
流
し
て
い
た
し
、

健
康
だ
っ
た
し
本
当
に
良
か
っ

た
。
涙
。

実
際
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
て

予
想
以
上
に
運
動
の
つ
な
が
り

が
広
く
大
き
い
と
分
か
っ
た
。

Ｌ
Ｆ
Ｓ
と
Ｋ
Ｍ
Ｕ
の
よ
う
に
日

本
で
も
学
生
と
労
働
者
が
つ
な

が
れ
た
ら
い
い
の
に
な
あ
‥
。

�
�
・
�
�

大
部
分
の
人
が

貧
困
の
状
況
や
権
利
の
な
い
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
衝
撃
を
受
け
た
。
日

本
は
自
分
の
国
で
は
法
律
が
整

備
さ
れ
貧
困
が
な
い
け
ど
、
日

本
や
ア
メ
リ
カ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
人
々
に
貧
困
や
権
利
の
な
い

生
活
を
強
い
て
い
る
と
思
っ
て

と
て
も
辛
い
。
自
分
が
間
接
的

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
を
貧
困

に
追
い
や
っ
て
い
る
‥
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
見
た
こ
と
を

も
っ
と
日
本
で
知
ら
せ
て
い
き

た
い
。

�
�
・
�
�

ツ
ア
ー
の
メ
ン

バ
ー
に
会
え
た
こ
と
と
、
Ｌ
Ｆ

Ｓ
を
は
じ
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
み

ん
な
に
会
え
た
こ
と
が
と
て
も

嬉
し
い
。

政
治
や
社
会
の
不
正
が
不
正
義

が
多
い
こ
と
を
特
に
感
じ
た
。

学
び
た
い
・
働
き
た
い
と
す
ご

く
意
欲
を
持
っ
て
い
る
人
々
が

そ
の
機
会
を
得
る
チ
ャ
ン
ス
が

な
い
こ
と
が
と
て
も
悲
し
い
。

機
会
均
等
は
必
ず
達
成
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

卒
業
後
は
新
聞
記
者
に
な
り
た

い
か
ら
、
日
本
で
不
正
や
不
条

理
を
見
つ
め
た
い
。
今
回
の
経

験
は
将
来
に
と
て
も
役
に
立
つ

と
思
う
。
ぜ
ひ
来
年
も
来
た
い

し
、
彼
氏
を
連
れ
て
来
た
い
。

む
し
ろ
あ
い
つ
は
来
な
あ
か
ん

（
笑
）。

あ
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
み
ん
な

の
笑
顔
が
ス
テ
キ
☆
子
ど
も
達

が
か
わ
い
い
☆
★
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